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鴨川市総合計画審議会委員名簿

鴨川市第4次 5か年計画策定経過

No. 分野
産業 飯塚　和夫

令和元年8月 1日

令和 2年 8月 22日

第１回総合計画審議会（諮問）

かもがわ市民会議参加者募集まちづくりアンケート調査

第３回総合計画審議会

第４回総合計画審議会

令和２年度市民懇談会（４会場）

第５回総合計画審議会

第６回総合計画審議会
市議会との意見交換会

第２回総合計画審議会

第１回かもがわ市民会議（新型コロナにより延期）

第１回かもがわ市民会議（災害の影響により延期）

第３回かもがわ市民会議

第５回かもがわ市民会議

第４回かもがわ市民会議

第４次５か年計画（原案）に対するパブリックコメントの募集

第７回総合計画審議会（答申）
第4次 5か年計画の決定

第２回かもがわ市民会議

産業 島田　誠一

令和2年 1月

令和 2年 9月 12日

令和 2年 12月 17日

産業 田原　智之

令和元年12月 13日

令和 2年 9月 7日

令和 2年 12月 14日

産業 鈴木　健史

令和2年 3月 15日

令和 2年 10月 16日

令和 2年 12月 28日
　　～令和３年1月 26日

産業 金井　重人

令和2年 3月 23日

令和 2年 10月 17日

教育 内山　達也

令和2年 7月 4日

令和 2年 11月 9日～ 13日

令和 3年 2月 18日
令和 3年 3月

教育 橋本　裕二

令和2年 7月 26日

令和 2年 11月 29日

会長

第１回かもがわ市民会議

（順不同、敬称略）

金融 遠山　武雄
常世田　裕司

副会長　令和２年10月 15日まで
副会長　令和２年10月 16日から

令和２年３月22日まで
令和２年３月23日から

菅原　明善
座間　斉

労働 関口　卓巳
報道 伊丹　賢
議見者 原田　尚佳

議見者

議見者 北本　綾子

議見者 橋詰　良子
公募委員 粕谷　朋弘

氏名

年　　月　　日
令和元年度～２年度

備考

事項

1

9

5

3

7

2

10

14

12
11

15

13
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4

8
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鴨川市総合計画審議会への諮問及び答申

鴨経企第５７６号
令和元年８月１日

令和3年 2月１8日

鴨川市総合計画審議会
会長　橋本　裕二　様

鴨川市長　亀田　郁夫　様

鴨川市長　亀田　郁夫

鴨川市総合計画審議会
会長　　橋本　裕二

総合計画及びまち・ひと・しごと創生総合戦略について（諮問）

　鴨川市附属機関設置条例（平成31年鴨川市条例第４号）第２条の規定に基づき、鴨川市総合計画及び
鴨川市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定に当たり、貴審議会の意見を求めます。

総合計画及びまち・ひと・しごと創生総合戦略について（答申）

　令和元年８月１日付け鴨経企第５７６号で諮問のありました鴨川市総合計画及び鴨川市まち・ひと・し
ごと創生総合戦略については、本審議会において慎重なる調査及び審議を行った結果、別添の鴨川市第４
次５か年計画（案）及び第２期鴨川市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）は、令和３年度以降を担う
本市の新たな総合計画として妥当なものと認めます。
　なお、総合計画の推進に当たっては、下記の事項に十分配慮し、各施策を着実に実施していただくよう
要望します。

記

１　将来都市像「活力あふれる健やか交流のまち鴨川　～みんなが集い　守り育む　安らぎのふるさと～」
　の実現に向け、本市の強みである地域資源を最大限活用し、まちの魅力向上に努めていただきたい。

２　本計画の趣旨でもある「市民提案による協働のまちづくり」の理念を共有し、市民と行政が一体となっ
　たまちづくりを推進するように努めていただきたい。

３　人口減少や超スマート社会の到来、新しい生活様式への対応など、社会環境が大きく変化する中で、
　持続可能な社会の実現に向け、時代に即した柔軟な事業の実施に努めていただきたい。

４　計画に位置付けた施策、事業については、PDCAサイクルを循環させ、必要に応じて適切に見直しや
　改善を図っていただきたい。
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「かもがわ市民会議」からの提案 

ਆ市়ੑ（第ع 4ઃ 5かফੑ）पणいथع 
 
 
 
 
 
 
 
 

2020ফ 12া 20 

「かもがわ市民会議」 会議ਸ 
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৯ઃ： 

 ��� はगめに؝１

 ��かもがわড়会議のਏ 1؝２

 ��からの提案 1「かもがわড়会議」؝３

 ��� હஈ：॔থॣートટ؝４
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 ع はगめに ع
 
私たちは 2020ফ 7াから 11াまで 5回にநり、「かもがわড়会議」で、行ੑの

ਈਜ਼ੑである「়ੑ」の੦মੑにあたるઃ期ڱかফੑقਸ਼４ઃڱかফੑكの
策にৱするため、4つのীఐ会にীかोて議論をबました。 

 
ਆでは、૮ನྴ出のু১を৷いて়ੑを策することは初めてとのことでした。

前のないことにはなかなか౷ा出しにऎいことがい中で、このेअなाができたこと
はశ常にਏなことだとઓいます。 

 
ਠ、ৗコটॼक़ॖঝ५が全਼ੀに༫๏をஷるっています。মব内でもഉがઁが

り、時はਗ出が制औोるなन、私たちの生活にপきな୶をऻしています。 
ഉఁপを防एために、「かもがわড়会議」の中ૃもଳにোोたといअことでしたが、

ড়と行との対ਵを「ਂਏਂ」とਖ਼चङにৰすることをৠめたশはगめ員の
औ॒にはร意をします。 
 
૮ನにྴ出औोたড়ق౦رなড়كにेる議論は、౦رなড়のૐまりならではの

生活ৰに੦तऎ「ঽな意見」がऎ出औोていました。その意見はनोも、ਆが
ेりଐऎなってऺしいといअ୳いがஉೲにあることはୀいありまच॒。 
ৗしいੑを策するためには、こोまでのੑのஷりନりやਤ⎃௬もਏだったか

もしोまच॒が、この提案にあたり私たちは、౦رなড়のૐまりならではのঽな意見
を๑し、こोまでのੑにঢ়する議論はしていまच॒。 
そのため、この提案が、「ਸ਼４ઃڱかফੑ」の策にनोऺनの意をつかਂはあ

りますが、ঽな意見ならではのᆰৗでऎ意見ق提案كもいとঽしています。 
 
০後は、この提案をਭけてชశともৰ性のある়ੑの策、そして、そのੑのৰ

にलહけていただきたいとઓいます。また、こोをਃに、০まで以に行も私たち
ড়も、がคになって活発な意見ઐఌを行っていきます。でेりଐいਆをってい
きたいとઅえています。 

 
 

 
2020ফ 12া 

「かもがわড়会議」会議参加者 
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かもがわ市民会議のਏ 
 
 ู س 
   「かもがわড়会議」 
 
 �員ګ

૮ನにྴ出しੈ議会員の案内をଛહしたਯ 3000য 
ૢ൳した員ૢق൳૨82 كযك2.7٫ق 

 
 テーঐल各回の議論ګ 

পテーঐ：ਆ়ੑの策 
ਸ਼ 1ীఐ会テーঐ：௮きがいのあるல事तऎり 
ਸ਼ 2ীఐ会テーঐ：生活を੍えるઐ通 
ਸ਼ 3ীఐ会テーঐ：てち୭तऎり 
ਸ਼ 4ীఐ会テーঐ：ा॒なでઅえる防災対策 
 

各回の議論 
・ਸ਼ 1回会議：2020ফ 7া 26قك 

かもがわড়会議のਏହقଡ୳মك 
ਆのਠ૾についてହق事ਜଂك 
員のঽഞງஂなन 

・ਸ਼ 2回会議：2020ফ 8া 22قଅك 
テーঐについて各ীఐ会で議論 
「課題発見シート」の記ো なन 
ॼঅ।ーॱーの参加 

・ਸ਼ 3回会議：2020ফ 9া 12قଅك 
「課題発見シートの中とりまとめ」について各ীఐ会で議論 
「改善提案シート」の記ো なन 
ॼঅ।ーॱーの参加 

・ਸ਼４回会議：2020ফ 10া 17قଅك 
「かもがわড়会議からの提案છقಞ案ك」について各ীఐ会で議論 
「意見提出シート」の記ো なन 

・ਸ਼ 5回会議：2020ফ 11া 29قك 
「ਆਸ਼ 4ઃ 5かফੑقಞ案ك」について各ীఐ会で議論 
「意見提出シート」の記ো なन 
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「かもがわ市民会議」からの提案 

（৸৬ુৢ） 
以下の３つの提案は、私たち会議参加者が、5回にわたって議論してきたことや、各回で

記載した「課題発見シート」「改善提案シート」「意見提出シート」の内容の中で、各ྉのテ

ーঐにऔोることなऎਆのਟに共通してਏだとઓअものをまとめたものです。 
 
 

提
案  １. 

০の会議॑きढかऐधखथؚ市पঢ়घるऒध॑市民も

ষも「ঽ分ओध」धखथઅइथいく؛ 
 が発ਦしているੲਾをঽীから取りに行ऎこと、災害にえてや୫

મを事前にすることもঽীओと化のనだとえる。「ঽীのମの回

りのことはのことਁق(public)ٙড়(public)ك」といअਞちがঽীओ

と化にᇽがっていऎ。 
 
 

提
案  ２. 

ใோの॑๑खणण ؚرऩક民がᇽがる؞ᇽがोるؚ

ऩのৗखい॥গॽॸॕの૭ચਙ॑ർखथいく؛ 
 ঽ会や内会にらङ、௵যやະの१ーॡঝでのつながりもコ

ミュニティとえる。যとযとのつながりをコミュニティとኇえたら、

えय、ঐঐ௵といअコミュニティにेって༧য়するて਼ఝが減る

なन、課題がੰৠऔोやすऎなるのではないだौअか。 
 
 

提
案  ３. 

ऒोからऔらपਤ॒दいくॹ४ॱঝૼपؚৢਦॖথই

ছもযもৌૢखथいく؛ 
 ০のਹな生活の੍えでもあり、テঞডーॡのਤやঽ動ઈૡのোを

અえる時には、通ਦॖথইছが整औोることはਈ੯ではないか。

そので、私たちঽମが ITਃஓをઞいこなすॹ४ॱঝজテছシーをମに

ାけることは、の発னにৼଭટを生ा出すことができる。 
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「かもがわ市民会議」からの提案 

（第 1分科会：働きがいのある仕事づくり） 
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 ੳ⋇ 「नऒद働くか」ेりも「नऒपકिか」ৢુ؝ڭ-ڭ

コটॼምにあって、テঞডーॡやड़থছॖথ౸がੜえ、そのൊ向は০後も加சし、॔

ইॱーコটॼにあってもਢき、ାすることが容ಔに୳औोます。こोまでの௮き্や

৾ल্がপきऎわौअとしてउり、ऴるऔとਆもਗではありまच॒。 

そ॒な中、「௮きがいのあるல事तऎり」といअテーঐについても、ใਛにとらわो

ることなऎઅえるसきです。০や、「नこで௮ऎか」ेりも「नこにકむか」がপ切です。

その意で、ऴるऔとਆはਈ高です。ਆにકाਢけ、ऴるऔとਆにರり、ྼはਆ

にりક॒で、ਆでථらしながら「௮きがいのあるல事」をすることがপ切です。 

この認識にয়って「௮きがいのあるல事तऎり」をઅえます。 

 

 ੳ⋈ ਆदථらखऩがら「働きがいのある仕事」॑घるञीपमৢુ؝ڮ-ڭ

① ਆのྟ力ق地域ৱ౺ك 

ਆには、অ४ॿ५ॳকথ५が生まोそअなઃのेअな地域ৱ౺が௹୕です。その活

৷をઅえます。 

 ঽேの౩ा ك１ق

・ඬପऱगき、ඬဳりস৯、かもがわ、শ৪なन 

・१ーইィথができるణ 

・その 

 ౺会ৱ ك２ق

・೬࿊地 

・૬きੇ、૬きૹ 

・৵中৾ૅఀૅ、ညୱ、৳ୱのఀୱ 

・়ઈ動ਝ 

・ड़ঝढ़、টॵテ 

・その 

② ல事をめるいौ॒なয 

ல事をめるযたちには、いौ॒なযがいます。そोझोऺしいல事は౮なり、ઃの

ेअないौ॒なযそोझोに়ったல事をઅえます。 

・ৗ෮者قਗで৾し෮するযをஅむكなनいযたち 

・て中のउ೯औ॒、उಟऔ॒ 

・てがऱとしたഎقك 
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・てを෮したഎقك

・ਸ਼、ਸ਼ਕのয生をనाめたقనむكযたち

・ਆにりક॒でਆでல事をしたいযたち

・その

③ テঞডーॡやজঔートड़ইィ५

ਆにક॒でਆでல事をするためには、テঞডーॡのఁౄ、জঔートड़ইィ५のා

ಱなनがਏです。そこでઃのことをઅえます。 

・ড়のॹ४ॱঝজテছシーି 1の向

থইছ整ॖۉڸھ・

・ਆにりક॒でਆでல事をしたいযたちのニー६པ

ੳ⋉ 「働きがいのある仕事」॑घるञीपमৢુ؝گ-ڭ

ਆでථらしながら「௮きがいのあるல事」をするためには、ऴるऔとਆをऔらにථら

しやすいまちにすることをઅえることがਏです。 

ആなਞや௹୕な地ৃਓષなन、ਆは、「ථらしやすいまち」のྟ力をેীにえてい

るとၴもが認めるとこौですが、そो以ਗにもઅえるसきਏなਏಞがあるとઓいます。 

「ல事तऎり」といअテーঐにはしਗोるかもしोまच॒が、௮き্がপきऎわり

つつある০、ਆでථらしながら「௮きがいのあるல事」をするために、ऴるऔとਆを

औらにථらしやすいまちにするために、ઃのことをઅえるसきだとઓいます。 

・てのためのઇ୭のౄৰ

・心できるୢ、ૣකのऔらなるౄৰ

1注１ デジタルリテラシー：パソコンやスマートフォンなどの機器やアプリについて知識を持ち、利用する能力
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以下の４つの提案は、私たち会議参加者が、5回にわたって議論してきたことや、各回で
記載した「課題発見シート」、「改善提案シート」、「意見提出シート」の内容を中心にまとめ
たものです。 

 
 

提
案  １. ਆのྟ力ق地域ৱ౺كにહ加கをつけ、অ४ॿ५ॳকথ५をつऎり、

こोまでのใோਓのౄৰにもつなऑる。 

→背景となる課題意識：共通認識①② 

 

提
案  ２. ல事をめるいौ॒なযとそोझोに়ったல事をलつけるல組ाを

る。 

→背景となる課題意識：共通認識①② 

 

提
案  ３. ਆにક॒でਆでல事をするために、テঞডーॡのఁౄ、জঔートड़ই

ィ५のාಱなनをയਤする。 

→背景となる課題意識：共通認識①②③ 

 

提
案  ４. ਆをऔらにථらしやすいまちにするために、てのためのઇ୭の

ౄৰと心できるୢ、ૣකのऔらなるౄৰをる。 

→背景となる課題意識：共通認識③ 
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提案１のৰਠのため、ઃの策をன৫します。 


ੁ
 ڭ

ਆの௹かなਓ、ਓの生ਓ者と਼ੀ中のા者を直மॖথॱーॿॵトでवல組

ाをる。 
 

「策１」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध 
৬案：ॖথॱشॿॵॺदেਓधા॑वਆගএॣॵॺঐঝ३ख़「かもがわঐঝ३ख़」

॑ਝघる؛ 

எञठ 
市民 

⋇ 生ਓ者は、ॹ४ॱঝজテছシーを高め、ாに「かもがわঐঝシख़」に参

加する。 

⋈ 生ਓ者は、௹かなਓやਓのঞシআを「かもがわঐঝシख़」に提す

る。 

⋉ ড়者が行अঞシআ৫発に参加する。 

⋊ ા者は、「かもがわঐঝシख़」をாに活৷し、しいഽのਓや

ਓのમ৶を௫しा、௹かな୫ધ化をむ。 

⋋ 生ਓ者もા者も、「かもがわঐঝシख़」のઁઔྶをਜめる。 

ୠ 

⋇ 地域にउいて、生ਓ者のॢঝーউをつऎり、「かもがわঐঝシख़」にঢ়する

ੲਾઐఌを行い、ੈ௮してષସの向にめる。 

⋈ 地域にउいて、ા者のॢঝーউをつऎり、「かもがわঐঝシख़」でুにো

るഽの୫सಉにঢ়するੲਾઐఌを行い、௹かな୫ધ化をする。 

⋉ 「かもがわঐঝシख़」षの参加をയす。 

ষ 

⋇ ড়੫やۄۅۃがॖথॱーॿॵトのڷںی१ॖト「かもがわঐঝシख़」

をয়ちऑるقକするكことを੍ରする。 

⋈ ড়੫やۄۅۃがઈする「かもがわঐঝシख़」をਁ認する。 

⋉ ਆの௹かなਓやਓにঈছথॻがないものには、ঈছথॻを൳

ૐし、ॿーミথॢする。ق：かもがわقكك 

⋊ ਆの௹かなਓやਓのঈছথॻを਼ੀに発ਦする。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ ড়੫やۄۅۃがॖথॱーॿॵトのڷںی१ॖト「かもがわঐঝシख़」

をয়ちऑقକしك、ઈする。 

⋈ 「かもがわঐঝシख़」を਼ੀに発ਦする。 

⋉ 生ਓ者と共でঞシআ৫発に取り組む。 

提
案  １. ਆのྟ力ق地域ৱ౺كにહ加கをつけ、অ४ॿ५ॳকথ५をつऎり、こ

ोまでのใோਓのౄৰにもつなऑる。 



144

 

⋊ 生ਓ者からのੲਾઽૐを行い、生ਓ者の「かもがわঐঝシख़」षの参加やॹ

४ॱঝজテছシー向を੍ରする。 

 

Ӑࡑののពぢӑ 

① ഝଶの॔থテॼシঙॵউの活৷もઅえる。 

② 「୫स্قঞシআك」の提がਛ౯のढ़ॠだとઓअ。 

 

 


ੁ
 ڮ

ఀૅとなった৵中৾ૅ、ఀୱとなったညୱや৳ୱق以下「ఀૅ・ఀୱ」といいます。ك、

৾ૅ地をથにਹ活৷する。 

 

「策２」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  
৬案 2-1：ୠप૽য়णਹણ৷ੑ॑ੁखؚ仕事づくりपणऩがるણ৷॑ெดघる؛ 

எञठ 
市民 

⋇ ఀૅ・ఀୱめएりをし、ेりଐいਹ活৷をઅえる。 

⋈ ੑ策にあたって、ாに意見を発ਦする。 

⋉ 意見ઐఌ会ಉにாに参加する。 

⋊ ੑのਤ行૾யを常に૰ଳする。 

ୠ 

⋇ 地੪のఀૅ・ఀୱについては、地੪の意見ઐఌ会をಈし、৫ಈをఢੴし、

なるसऎऎの参加者を൳る。 

⋈ の地域のఀૅ・ఀୱのਹ活৷にঢ়する動きに॔থテॼをり、ੲਾをઽૐ

し、の地域との৴をる。 

⋉ 意見ઐఌ会にउける意見を行にえる。 

⋊ の૿ਊをഃいたੑのਤ行૾யにঢ়するହ会をಈし、৫ಈをఢੴし、

なるसऎऎの参加者を൳る。 

⋋ ੑのਤ行૾யを常に૰ଳする。 

ষ 

⋇ કড়の意見をലऎرなৃをாにਝける。 

⋈ કড়ੈ議会ಉのু১もਫ਼ୈする。 

⋉ ఀૅ・ఀୱのਹ活৷にঢ়する੫からの੫提案をாに取りোोる。 

、ୱਹ活৷ੑ策のু১、期を記した५ॣ४ューঝఀ・ૅఀكෘูق ⋉

ুਢきಉについてૂ内়意を੭てઁऎਁする。 

⋋ ⋊にेり行ੑを策し、કড়の৶ੰを੭る。 

⋌ ੑのਤ行ଵ৶のু১をଡണし、ਤ行ଵ৶を行अ。 

⋍ ੑのਤ行૾யをഛႠにਁ、ହする。 
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民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ ఀૅ・ఀୱのਹ活৷の体となる可能性をਫ਼ୈする。 

⋈ ఀૅ・ఀୱのਹ活৷にঢ়する੫提案をாに行अ。 

⋉ ఀૅ・ఀୱのਹ活৷にेり౻৷ਃ会を生む੫をઅえる。 
 
 

「策２」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  
৬案 2-2：ঔॹঝ事धखथ জؚঔشॺड़ইॕ५॑णくり 民ؚपઈ॑बるু১॑ଡണघる؛ 

எञठ 
市民 

⋇ জঔートड़ইィ५のਹ৷をாにઅえる。 

⋈ জঔートड़ইィ५のਹ৷を体ୡしてाる。 

⋉ ல事以ਗのਹ৷もઅえる。 

ୠ 
⋇ 内会活動ಉにজঔートड़ইィ५をாにਹ৷する。 

⋈ জঔートड़ইィ५のਹਡを地域にഘする。 

ষ 

⋇ ঔॹঝ事として行ੑにਜ਼઼હける。 

⋈ ਏなۉڸھのॖথইছ整を行अ。 

⋉ জঔートड़ইィ५を਼ੀに発ਦする。 

⋊ জঔートड़ইィ५をড়がઈするல組ाをଡണする。 

⋋ জঔートड़ইィ५のઈ体となる੫をਁ൳し、しહける。 

⋌ জঔートड़ইィ५ଵ৶会のକを੍ରする。 

⋍ জঔートड़ইィ५をਹ৷するਗの੫を൳り、੍、ਚق१テছॖト

ड़ইィ५كをාಱする。 

⋎ জঔートड़ইィ५ق१テছॖトड़ইィ५كで௮ऎযたちにਆषのકを൭

め、કするための੍ରقક୧のᓾᄑ、ૡো時ଓ助সの੍ஔ、ম出ඐઐ通

ાଓ助、「かもがわঐঝシख़」્શ会員の発行ಉكを行अ。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ জঔートड़ইィ५ଵ৶会をକし、ଵ৶ઈする。 

⋈ テঞডーॡのఁౄをり、জঔートड़ইィ५の活৷をாにる。 
 
Ӑࡑののពぢӑ 

① ਲやਁୱなन内のઁ೧に wi-fiを整すると、नこでもड़ইィ५になるのではないか。 
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「策２」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  
৬案 2-3：ঔॹঝ事धखथؚ३ख़॔ঁक़५॑णくりؚ民पઈ॑बるু১॑ଡണघる؛ 

எञठ 
市民 

⋇ シख़॔ঁक़५のਹ৷をாにઅえる。 

⋈ シख़॔ঁक़५のਹ৷を体ୡしてाる。 

ୠ ⋇ シख़॔ঁक़५のકড়を内会活動ಉに参加してもらअ。 

ষ 

⋇ ঔॹঝ事として行ੑにਜ਼઼હける。 

⋈ シख़॔ঁक़५を਼ੀに発ਦする。 

⋉ シख़॔ঁक़५をড়がઈするல組ाをଡണする。 

⋊ シख़॔ঁक़५のઈ体となる੫をਁ൳し、しહける。 

⋋ シख़॔ঁक़५ଵ৶会のକを੍ରする。 

⋌ ৾ૅ地のজঔートड़ইィ५ق१テছॖトड़ইィ५كで௮ऎযたちにシख़॔

ঁक़५のਹ৷قકكを൭め、ਹ৷قકكするための੍ରقૡো時ଓ助স

の੍ஔ、「かもがわঐঝシख़」્શ会員の発行ಉكを行अ。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ シख़॔ঁक़५ଵ৶会をକし、ଵ৶ઈする。 

⋈ シख़॔ঁक़५のਹ৷者をாに൳る。 

 

Ӑࡑののពぢӑ 

① 防災のುਡとしてのਹ৷をઅえる。 

② ড়ॠকছজーなन、生ၺ৾ಆのುਡとしてのਹ৷をઅえる。 

③ ়ઈ動ਝと৴した়ਚとしてのਹ৷をઅえる。 

⋊ ५এーॶの়、প会にਗからਟるযたちのためになテঝとしての活৷をઅえる。 

⋋ ॔ート・ॖথ・ঞ४ॹথ५としての活৷をઅえる。 

⋌ であोय、௴ঢ়৴の事ਜਚとして活৷したい。 

⋍ ಏਲ৾ૅ、৾ૅとしての活৷をઅえる。 

⋎ ಌ地にしてਲ਼ేもઅえる。 

⋏ 認ੴඪढ़ইख़としての活৷をઅえる。 

⋐ ఀૅ・ఀୱの活৷は、ಞ早ऎ対ૢすることがপ切。時がたつとகが下がる。 
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ੁ
 گ

೬࿊地を১যがગ生するல組ाをつऎり、१ছজーঐথజ事者をੜやす。 

 

「策３」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ ೬࿊地のਚથ者は、೬࿊地をગ生する১যق以下「೬࿊地ગ生」とい

अ。كにாにその೬࿊地をし出す。 

⋈ に興があるযは、జ員قঃートもஅむ。كとして೬࿊地ગ生に参

加する。 

⋉ జ事者ྼはをやめたযで時があるযは、జ員قঃートもஅむ。ك

として೬࿊地ગ生に参加し、者としてのを行अ。 

ୠ 
⋇ ೬࿊地ગ生と৴し、జ員の౻৷にੈ力قᓾᄑكする。 

⋈ の直ਲ਼ਚなनを地域にਝ઼し、ਲ਼にੈ力する。 

ষ 

⋇ ೬࿊地ગ生のକྼはઈを੍ରقଓ助সの੍ஔಉكする。 

⋈ ೬࿊地ગ生の१ছজーঐথజ事者をઁऎਗから൳ૐし、કを൭め

る。 

⋉ ೬࿊地ગ生にোするقしたكਗのযたちがਆにકするための੍ର

ક୧のᓾᄑ、ૡো時ଓ助সの੍ஔ、「かもがわঐঝシख़」્શ会員の発ق

行ಉكを行अ。 

⋊ ೬࿊地ગ生を਼ੀに発ਦする。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ ೬࿊地ગ生をକし、೬࿊地のગ生に取り組む。 

⋈ ใோの১যについても、೬࿊地のગ生をਫ਼ୈし、可能であोय೬࿊地ગ

生となる。 

⋉ ೬࿊地ગ生としてਓを生ਓし、「かもがわঐঝシख़」に参加するなन

ଡ଼ఁপに力し、ਆঈছথॻのにめる。 

⋊ 体ୡউটॢছを੫し、ಏਲ৾ૅ、৾  。に提するك策１２قૅ
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ੁ
 ڰ

後ಲ者ਂଌにฎむීのગ生のため、ৗしいීのਆঔॹঝをる。 

 

「策４」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  
৬案 4-1：ਓ事ਜਚಉधの৴पेりᄎသ（ു༢）ීृଡ଼॑ੌा॒टঔॹঝ॑りؚ

ී৽の১যো॑യਤघる؛ 

எञठ 
市民 

⋇ ಢ時ඐਜをむড়がい中、১য৽のීにಢ時ඐਜがあोय、

ாに参加する。 

ୠ 
⋇ ৗしいීقਆঔॹঝكのੲਾを地域で共થし、内ਗにாにۇۅする。 

⋈ ใோのීੈ組়がৗしいීقਆঔॹঝكに取り組む。 

ষ 
① ୴ਓଢ଼ਚಉとの৴にेり、ৗしいීقਆঔॹঝكをઅえる。 

② ১য参োにرな੍ରをઅえる。 

③ ใோのීੈ組়がৗしいීقਆঔॹঝكに取り組めるेअ、੍ ରする。 

民੫ؚ
NPOಉ 

① ৗしいීقਆঔॹঝكのਤ組௶をକする。 

② ใோの੫は、ৗしいීقਆঔॹঝكに取り組む。 

③ 体ୡීউটॢছを੫し、ಏਲ৾ૅ、৾ૅق策１２كに提する。 

 

 


ੁ
 ڱ

૬きੇংথॡをつऎり、કയਤ、ૹஷ興にఞଖする。 

 

「策ڱ」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

① ૬きੇ、૬きૹをつযは、ாに૬きੇংথॡにఃஈする。 

ୠ 
① ૬きੇ、૬きૹのੲਾを地域で共થし、૬きੇংথॡをாにۇۅする。 

② ૬きੇ、૬きૹのੲਾをઽૐし、૬きੇংথॡに提する。 

ষ 

① ਂ動ਓ者ಉড়੫が૬きੇংথॡのઈができるेअ੍ରする。 

② のーঌー४に૬きੇংথॡのজথॡをる。 

③ ૬きੇংথॡをாにۇۅする。 

⋊ ૬きੇ、૬きૹの改ఊાにଓ助সを੍ஔする。 

民੫ؚ
NPOಉ 

① ૬きੇংথॡのઈ体となる。 

Ӑࡑののពぢӑ 

① ૬きੇ、૬きૹをজঔートड़ইィ५として活৷することもઅえらोる。 
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ੁ
 ڲ

ड़ঝढ़、টॵテの१এーॱーの੍ରをாに行い、१ーইィথのপ会をාಱし、५এー

ॶஷ興をり、५এーॶਓをむ。 

 

「策ڲ」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ १এーॱーとしてૢରに参加する。 

⋈ થಂがૐまって१এーॱー組௶をつऎる。 

⋉ ૢରॢॵ६を੫し、ॹ२ॖথする。 

⋊ १ーইィথを௫しा、१ーইィথにਟるਗのযたちとのઐをる。 

⋋ ছথティ॔として१ーইィথのপ会に参加する。 

ୠ 
⋇ 地域にउいてड़ঝढ़、টॵテのઁઔを行अ。 

⋈ 地域にउいて१এーॱー組௶とその活動のઁઔを行अ。 

⋉ १ーইィথのপ会のઈに参加する。 

ষ 

⋇ ়、়のාಱ活動を行अ。 

⋈ १এーॱー組௶の活動をாにۇۅし、१এーॱー組௶の加োをയす。 

⋉ १এーॱー組௶の५এথ१ーを内ਗに൳ૐする。 

⋊ १ーইィথのপ会を੫し、ಈ者を൳る。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ १এーॱー組௶の५এথ१ーになる。 

⋈ ૢରॢॵ६を੫、ॹ२ॖথし、ਲ਼する。 

⋉ १ーইィথのপ会のಈ者、५এথ१ーとなる。 

 

Ӑࡑののពぢӑ 

① シニ॔対の५এーॶপ会を৫ಈする。 

② シニ॔५এーॶপ会の参加者をਗから൳る。 

③ シニ॔५এーॶপ会の参加ೖやೖષقउाやऑكをਆの્ਓષとする。 
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ੁ
ڳ

ਆのྟ力な地域ৱ౺であるを活৷し、௴のುਡとするとともに、৳૧と

整をਤめる。 

「策ڳ」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध 
৬案 7-1：य़কথউؚ१ॖॡজথॢؚᆭဳりऩनঽேपඡो়अ௫खा॑ཹदきるਁୱତ

（ਰৣ「ਁୱ」धいअ）॑ষいऩがらؚఀ౫॑ਹ৷खञढ़شথॽগشॺছ

எञठ 
市民 

ルऩમ৷ঌঞॵॺのেਓುਡ॑ତघる؛

① ਆのから生ਓऔोるમ৷ঌঞॵトをਹ৷する。

② મ৷ঌঞॵトを内ਗにۇۅする。

③ ਁୱをாにਹ৷する؛

ୠ 
① ਆのから生ਓऔोるમ৷ঌঞॵトをਹ৷する。

② મ৷ঌঞॵトを内ਗにۇۅする。

③ 地域ॖঋথトಉでਁୱをாにਹ৷する。

ষ 

⋇ ਁୱのଓ地の৭、ਁୱ整ੑをઅえる。

⋈ ਁୱ整ੑについて、કড়の意見をലऎرなৃをாにਝける。

⋉ ಏਲ৾ૅ・৾ૅのৃق策１２كとして活৷できるੑをઅえる。

⋊ કড়ੈ議会ಉのু১もਫ਼ୈする。

⋋ ਁୱ整लઈにঢ়するড়からの੫提案を൳ૐする。

⋌ મ৷ঌঞॵト生ਓにঢ়するড়からの੫提案を൳ૐする。

⋍ 行ੑを策し、કড়の৶ੰを੭る。

⋎ ੑのਤ行ଵ৶のু১をଡണし、ਤ行ଵ৶を行अ。

⋏ ੑのਤ行૾யをഛႠにਁ、ହする。

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ મ৷ঌঞॵト生ਓにঢ়する੫提案を行अ。

⋈ ਁୱ整लઈにঢ়する੫提案を行अ。

⋉ ಏਲ৾ૅ・৾ૅのৃق策１２كとして提する。

Ӑࡑののពぢӑ 

① 事としてय़ঀコᄎသの可能性をઅえることもએஜい。

② ਁୱਃ能として॔५ঞॳॵॡৃがऺしい。

③ ढ़ートを௫しむই॓থがੜしている。ਁୱの中にढ़ートコー५がऺしい。

⋊ ਗ਼動ংॠーがोるを整する。かなりযਞがૐまるとઓअ。

⋋ ४অग़を௫しむ BBQৃ、加ੵৃをつऎり、४অग़のುਡとする。

⋌ ॶজーঁक़५がযਞで、ਁୱ内にਝ઼するとએஜい。
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ੁ
 ڴ

ଗਧবপ৾௴৾のૡは、ਠ時ਡではோਢઈ動もあり、ೄرなਖ਼は難しいとこौ

ではあるが、ோਢઈ動とధ行して、ૡન後のથなਹ活৷に向け、対策をगる。 

 

「策ڴ」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

① ૡન後のਹ活৷ੑにঢ়心と意見をつ。 

ୠ ① ૡન後のਹ活৷ੑにঢ়心と意見をつ。 

ষ 

① ૡન後にはଅ地のନేুਢきを早にਤめる。 

② કড়の意見をലऎرなৃをாにਝける。 

③ કড়ੈ議会ಉのু১もਫ਼ୈする。 

⋊ ૡન後のਹ活৷にঢ়する੫からの੫提案をாに取りোोる。 

⋋ ૡન後のਹ活৷ੑ策のু১、期を記した५ॣ४ューঝ、ুਢ

きಉについてૂ内়意を੭てઁऎਁする。 

⋌ ⋋にेり行ੑを策し、કড়の৶ੰを੭る。 

⋍ ੑのਤ行ଵ৶のু১をଡണし、ਤ行ଵ৶を行अ。 

⋎ ੑのਤ行૾யをഛႠにਁ、ହする。 

民੫ؚ
NPOಉ 

① ૡન後のਹ活৷にঢ়する提案をாに行अ。 

 

Ӑࡑののពぢӑ 

① ৾生の下なन、ৱをしてૡがৠまるとそのৱを回ઽできないযもいて、とってもっ

ている。ோਢがਈ善の্১だが、ૡન後には早な対策がਏ。 

② やはりপ৾ාಱがਈ善策だとઓअ。 

③ いযがなऎてっているまちが、ো৾者がなऎてっているপ৾をාಱしても共ो。

প৾のૌਊ଼ଥをઅえるとপ৾ාಱは難しい。্で、N ૅ注 2のेअな通ਦ制のপ৾のාಱは

可能性がある。৾ 生はय़কথঃ५、ઇにૐまり、ଝはॿॵトでதなపにेって行अ。 

⋊ প৾や੫のଢ଼ਝのාಱがいいとઓअ。॔ढ़ॹミॵॡなਹ৷がましい。 

⋋ ਸ਼１ীఐ会の議論がまったときは、পૠெੵৃやপ੫のාಱには౯な意見だったが、

この地にはその可能性もある。ਫ਼ୈがਏ。 

⋌ ఢఈのঽே௴୭のથਹ৷のため、ঁॖय़থॢ、क़ज़ーय़থॢ、१ॖॡজথॢコー५の整

をઅえる。 
                                                  
2注㸰 㹌ᰯ：N 㧗➼Ꮫᰯ㸦࠺ࡇࡗࡀ࠺࠺ࡇࢾ࢚㸧ࡣ、Ἀ⦖┴࠺るࡲᕷఀィᓥにᡤᅾする⚾❧㧗➼Ꮫᰯࠋ␎

⛠࣭ ឡ⛠ࡣ N㧗㸦࠺ࡇࢾ࢚㸧ࠋᏛᰯἲேゅᕝ࣡ࢻンࢦᏛᅬࡀタ⨨2016、ࡋᖺ 4᭶ 1᪥に㛤ᰯࠋࡓࡋ

㏻ಙᩍ⫱を⾜࠺༊ᇦを 47 㒔㐨ᗓ┴ࡧࡼ࠾እᅜするᗈᇦの㏻ಙไのㄢ⛬を⨨ࠋࡃ㸦ฟᒎ：

Wikipedia㸧 
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⋍ つの৷ಥにるेり、ള়ਝقક୧、৳ୱ、ਁୱ、ढ़ইख़ etc.كとして活৷する。 

⋎ উॳ५ঐートシティଡ୳をઅえる。 

⋏ 200যઽ容可能なーঝはড়ーঝとして活৷でき、そのਁড়ைਃ能をোोる。 

⋐ ಏਲ৾ૅ、৾ૅとしての活৷をઅえる。 

⋑ ০後の議論がপ切。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参
考
資
料

153

 

提案２のৰਠのため、ઃの策をன৫します。 


ੁ
 ڵ

ல事をめるযのニー६はرで、者とয者のミ५ঐॵॳをଷऎしていऎ。 

 

「策ڵ」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  
৬案 9-1：ਰৣのेअऩॽش६৹ਪ（१থউঝ৹ਪି 3）॑ষअ؛ 

市民のअठؚৈૅেؚপ৾ে（ఊ৾のञीप市ਗपકखथいるয॑அि）॑ৌ؞

धखञ৹ਪ 
 ےۣ۔ؼਆद仕事॑खञいかؚन॒ऩ仕事॑खञいかپ

 市民のअठؚਆपકखथきञযञठ॑ৌधखञ৹ਪ؞
 ےۣ۔ؼਆपકखञ৶ؚਆद仕事॑खञいかؚन॒ऩ仕事॑खञいかپ

४شঌش市ਗકのअठਆકप௪のあるযञठ॑ৌधखञ৹ਪ（؞

प৹ਪൂ॑ਁ） 
 ےۣ۔ؼਆपકखञい৶ؚਆद仕事॑खञいかؚन॒ऩ仕事॑खञいかپ

எञठ 
市民 

⋇ ৹ਪにாにੈ力する。 

⋈ ৹ਪ対になったৃ়には、ாに回௦する。 

ୠ ⋇ ৹ਪの意を地域で共થし、৹ਪにாにੈ力する。 

ষ 
⋇ ৹ਪをဌசにਤめる。 

⋈ ৹ਪટのীෲを行い、ઁऎਁする。 

⋉ ৹ਪقীෲكટをもとに、رな策をगる。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ ৹ਪのટ、ଁੑ、ীෲに॔থテॼをり、অ४ॿ५ॳকথ५をർる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                  
3注㸱 ࢧンプルㄪᰝ：ẕ㞟ᅋをすてㄪᰝᑐ㇟するᩘㄪᰝ㸦ᜳⓙ㸦ࡗࡋい㸧ㄪᰝ㸧にᑐࡋて、ẕ㞟ᅋ

ẕ㞟ᅋのᛶ㉁を⤫ィᏛⓗに᥎ᐃすࡽࢀࡑ、ࡋてㄪᰝࡋンプル㸧をᢳฟࢧᶆᮏ㸦ࡽ

る᪉ἲ㸦ᶆᮏㄪᰝ㸧ࠋ 

提
案  ２. ல事をめるいौ॒なযとそोझोに়ったல事をलつけるல組ाを

る。 
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「策ڵ」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  
৬案 9-2：ঁটشডشॡध৴खؚਆपउいथधয॑वきीかい१شঅ५॑提

घる「かもがわযଃংথॡ」॑णくりؚઈघる؛ 

எञठ 
市民 

⋇ 者は、「かもがわযଃংথॡ」にఃஈします。 

⋈ য事のয者は、「かもがわযଃংথॡ」にఃஈします。 

⋉ 者もয者も「かもがわযଃংথॡ」をாに活৷します。 

ୠ ⋇ 「かもがわযଃংথॡ」のۇۅにੈ力する。 

ষ 

⋇ 「かもがわযଃংথॡ」のઈをۄۅۃにबるல組ाをଡണする。 

 。するكଓ助সの੍ஔಉقのକを੍ର「かもがわযଃংথॡ ۄۅۃ」 ⋈

ઈાଓ助সの੍ஔ、ਆقのઈを੍ର「かもがわযଃংথॡ ۄۅۃ」 ⋊

のযとਆકড়のがঐॵॳথॢしたৃ়、ਆのযとਗのが

ঐॵॳしたৃ়の助ਛসの੍ஔಉكする。 

⋊ 「かもがわযଃংথॡ」のযੲਾを、のーঌー४、ۈۃۈなन、あ

らॅるॶーঝを活৷してਁ৫する。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ 「かもがわযଃংথॡ」のઈを行अۄۅۃをକする。 

 

Ӑࡑののពぢӑ 

ձ ேଃংথॡの१ॖトは、५ঐでઞえるेअにしてऺしい。 

ղ য൳ૐのढ़テ०জを౻৷ଙでもわかるेअにするق：ਫ員、ঃート・॔ঝংॖト、ఛ

තௌ௮、ছথティ॔なनك。 
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ੁ
10 

て中のउ೯औ॒、उಟऔ॒が心してல事ができるेअな୭を整する。 

 

「策 10」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  
৬案 10-1：৾ૅಉのজঔشॺड़ইॕ५प৳ୱऩन॑ಡਝघる（ਰৣ「৳ୱહきজঔش

ॺड़ইॕ५」धいいऽघ）؛ 

எञठ 
市民 

⋇ て中のउ೯औ॒、उಟऔ॒でテঞডーॡができるযは、औらにテঞডー

ॡのఁౄをり、৳ୱહきজঔートड़ইィ५にनもをけながら௮ऎ。 

⋈ ছথティ॔としてੈ力する。 

ୠ ⋇ ড়のছথティ॔活動のᓾᄑಉ、地域としての੍ରを行अ。 

ষ 

⋇ ৾ૅಉ地のজঔートड़ইィ५にಡਝする৳ୱಉのઈ্১ق直かড়

かಉكをੑする。 

⋈ ড়とするৃ়、事者をਁ൳、ৠする。 

⋉ ৳ୱಉહきজঔートड़ইィ५を内ਗにۇۅし、્ にূで௮ऎて中

のउ೯औ॒、उಟऔ॒のકと৳ୱಉહきজঔートड़ইィ५でのテঞডー

ॡを൭める。 

⋊ नもをけながら௮ऎ員を್えるূの੫に৳ୱق認こनも

ୱكહきজঔートड़ইィ५のਹ৷を൭め、੫まるओとのૡをയす。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ ਹ活৷にঢ়する提案をாに行अ。 

 

Ӑࡑののពぢӑ 

① こोからのல事のあり্をઅえるでตのあるਵ。地域のて෮എなनがছথティ॔

で参加できるとઓअ。 
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提案３のৰਠのため、ઃの策をன৫します。 


ੁ
ڮ

ఀૅとなった৵中৾ૅ、ఀୱとなったညୱや৳ୱق以下「ఀૅ・ఀୱ」といいます。ك、

৾ૅ地をથにਹ活৷する。

۟、ગൕ。策２のன৫のためのそोझोの行動についてはپ 。をओ༮ऎだऔいك体案 2-2ق��1


ੁ
10

て中のउ೯औ॒、उಟऔ॒が心してல事ができるेअな୭を整する。 

。ગൕ。策 10 のன৫のためのそोझोの行動については、۟1�� をओ༮ऎだऔいپ


ੁ
11

ਆড়のॹ४ॱঝজテছシー向をる。 

「策 11」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध 
৬案 11-1：टोदもਞೄपਸदきるঃ९॥থઇऩनのढ़ঝॳকش५ॡشঝ॑ன৫घるۃ

 ؛のକؚઈ੍॑ରघるۄۅ

எञठ 
市民 

⋇ ড়や行が行अかもがわড়のॹ४ॱঝজテছシー向のためのઇ、

ౠにாに参加する。

ୠ ⋇ 行とੈ力して、地ય१টথಉにउいて、ۈۃۈ・ۉڸھ੦ຊౠをつऎる。 

ষ 

⋇ ড়のॹ४ॱঝজテছシーの向を、の৯ఏとしてൕऑる。

⋈ ড়のढ़ঝॳকー५ॡーঝとの୷શ化を意識したਁড়ைઇقౠكとして、

。੦ຊౠをாに行अۈۃۈ・ۉڸھ

⋉ ঃ९コথઇなनのढ़ঝॳকー५ॡーঝをன৫するۄۅۃのକを੍ରقଓ

助সの創ਝ、ৃਚのでの提ಉكする。

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ ঃ९コথઇなनのढ़ঝॳকー५ॡーঝをன৫するۄۅۃをକする。

⋈ ੫の会൴の୭として、ড়対のढ़ঝॳকー५ॡーঝをன৫する。 

Ӑࡑののពぢӑ 

① ॹ४ॱঝজテছシーがなऎても、通に生活しているযはい。な取り組ाにはしୀਮ

もある。

提
案 ３. ਆにક॒でਆでல事をするために、テঞডーॡのఁౄ、জঔートड़ইィ

५のාಱなनをയਤする。
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② ཚに५ঐをઇえてもらって௫しかった。ਞೄに参加できるઇがあったらअोしい。 

③ ਭમ૿がઇ、ౠに参加する੍となることがある。行、੫のੈ力でਭஇ者૿をな

るसऎ減らしてऺしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



158

提案４のৰਠのため、ઃの策をன৫します。 


ੁ
12

৾ૅや྆を対に、ಏਲ৾ૅや৾ૅのාಱに取り組む。 

「策 12」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध 
எञठ 
市民 

⋇ ੇড়ຠやීੇড়ຠをઅえる。

ୠ 
⋇�ড়ຠの取り組ाにੈ力し、ಏਲ৾ૅや৾ૅの参加者と地域કড়のઐ

のৃを੫、ઈする。

ষ 

⋇ ಏਲ৾ૅや৾ૅにড়が参加できるல組ाをつऎり、ਗから参加する

যたちとのઐをる。

⋈ ড়੫ಉが行अউটॢছの੫にੈ力する。

⋉ ྕিの体ୡ、ऱगき့り体ୡなनのৰਠのため、ৰ体とঢ়બ੮体ಉ

とのଶநしを行अ。

⋊ ਁのਝの提をઅえる。

民੫ؚ
NPOಉ 

① シーढ़খॵॡ、१ーইィথなनのঐজথ५এーॶ、体ୡ、ී体ୡ、地

ຂۆڷڷ、生コথテ५トなन、ਆならではのಏਲ৾ૅや৾ૅのউট

ॢছを੫し、৾ૅや྆にઁਾする。

② ਆシーডーঝॻのॼॖト॔ॡ॔জक़をউটॢছに組ाむなन、੫

のாなੈ力を行अ。

Ӑࡑののពぢӑ 

① ഝଶયয়ଠஸわかしउ৾ૅのఁౄをる。

提
案 ４. ਆをऔらにථらしやすいまちにするために、てのためのઇ୭のౄ

ৰと心できるୢ、ૣකのऔらなるౄৰをる。
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ੁ
13 

ୢ୭がౄৰしている強ाを活かし、औらに心してථらचるまちを৯し、ୢ୭、

ૣක୭のఁౄのため、ୢਓ、ૣකਓをாに੍ରする。 

 

「策 13」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ ୢ・ૣකのまちとしての༵りをगる。 

⋈ ੇ൦内にउいて、ୢ、ૣකのਖ題についてਵし়अ。 

ୠ 
⋇ ୢ・ૣකのまちとしての༵りを地域で共થする。 

⋈ ୢ、ૣකの地域の課題についてਵし়い、ਏなਃঢ়にਏをあऑる。 

⋉ ୢ、ૣකの出१ーঅ५を地域にாにਭけোोる。 

ষ 

⋇ ৵中৾ૅの「়な৾ಆの時」にୢ・ૣකউটॢছをつऎり、地域、

੫との৴にेり、ਆならではのઇউটॢছをનয়औचる。 

⋈ 中৾ૅの体ୡのৃとして、ਆ内のୢ、ૣකのਠৃをாに活৷

する。 

⋉ 「়な৾ಆの時」のౢഭমとして、ਆ内のୢ、ૣකの੫とੈ

力し、ਆのୢ、ૣකのਠ૾とలਟனをંすઇমقෘู：「かもがわの

ୢとૣක」كを行する。 

⋊ ୢ、ૣකঢ়બの৾会をාಱする。 

⋋ 「ୢ・ૣකのまち」を内ਗに発ਦする。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ ୢ・ૣකのまちとしての༵りをगる。 

⋈ 中৾ૅの体ୡのৃとして、ঽらのৃにਭけোो体制をఁౄする。 

⋉ 「়な৾ಆの時」のౢഭমの行にாにੈ力する。 

⋊ 出೨൧、出防மர、出ஂ૧ৼなन、地域とのઐにથな出

१ーঅ५を੫、ৰする。 

 

Ӑࡑののពぢӑ 

① ୢীの৾会の৫ಈをむଢがある。200যૠெの参加者があり、「ୢ・ૣකのまち」の

ॖওー४॔ॵউにもつながり、௴ஷ興にもఞଖする。 
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「かもがわ市民会議」からの提案 

（第ڮ分科会：েણ੍॑इるઐৢ） 
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 ءੳ⋇ ੍इるसきnেણ|धम୦かৢુ؝ڭ-ڭ

 ਹとਂ、੍えるसきn生活|とは୦か。生ோ、全といअਏਂ可ಳঞঋঝはで

す。そोを前提に、もっとਹにといअଳਡでড়の生活ଌ২をమにऑるための

੦মな্ଉがਏです。 

 

 ੳ⋈ ৗञऩ૭ચਙ॑ऩঢ়બधのુदৰਠघるৢુ؝ڮ-ڭ

なঢ়બ者との共創のৃがৗたな可能性をਬき出すとઅえらोます。 

こोまでのઐ通対策はにਁ共ઐ通ঢ়બ者の力にっていました。こोからのॿॵトড

ーॡ୭のਤ化をઅえると、あらॅるઐ通ৱ౺をથするঢ়બ者との৴がय़ーডーॻになり

ます。 

 

 ੳ⋉ ஃऐ়अু॑અइるৢુ؝گ-ڭ

地域の共助قコミュニティكやযとযのつながりを੦ೕにした、助け়अ動ুのଳਡ

がਏです。 

 

 ੳ⋊ ৰਠউট७५॑ଳघるৢુ؝4-ڭ

ৰਠউট७५をଳします。いつまでに、୦を行अのか、ੑに期を記し、ੑो

にならない、ৰ行可能なੑにすることがਏです。 

 また、ড়とのੈ௮にेり、ઘにらないઈを৯します。生活を੍えるઐ通といअテ

ーঐは、行もড়も૦ਝに対ਵし、向き়い、শいഄఴをाबるಁ༔で取り組まな

けोयならない課題です。 
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以下の４つの提案は、私たち会議参加者が、5回にわたって議論してきたことや、各回で

記載した「課題発見シート」「改善提案シート」「意見提出シート」の内容を中心にまとめた

ものです。 
 
 

提
案  １. ਗ਼やং५、ॱॡシーಉのใோのઐ通体௺を見直し、થ活৷する。 

→背景となる課題意識：共通認識①③⋊ 

 

提
案  ２. 地域の力ق共助كで、動を੍えるல組ाق共助ઐ通كをる。 

→背景となる課題意識：共通認識①②③⋊ 

 

提
案  ３. 

地域がつあらॅる動ুにା৯し、そोらのથ活৷、ॿॵトডーॡ

化なनを通して、ৗしい動のあり্をਫ਼ୈ・োする。また、ਟの

ਗ਼ਞঽ動、ঽ動ઈૡなनの地域षのো可能性をਫ਼ୈするقৗたな動

ুषのරਅك。 

→背景となる課題意識：共通認識①②③⋊ 

 

提
案  ４. 全に動でき、動しやすい୭を整えるために、ઐ通ॖথইছの整

をਤめる。 

→背景となる課題意識：共通認識①⋊ 
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提案１のৰਠのため、ઃの策をன৫します。 


ੁ
ڭ

ୌのଡ଼ং५やコミュニティং५、ளಉ、ใோのਁ共ઐ通のਹ৷૨がऎ、ਹ性、

ಲਢ性に୶がでている。こोらのਹ৷૨を高める。 

「ੁڭ」のৰਠपऐथؚजोझोがষअऒध 
৬案 1-1：ਠ૾པध分ෲ॑ষいؚあらॅるঢ়બがৌਵ॑ৢखथؚઈষᄄ২ؚઈষঝشॺؚ

ઈষৎമؚಉのৄઉख॑ਤीる؛ 

எञठ 
市民 

⋇ 対ਵのৃに参加する。

⋈ ਠ૾のਁ共ઐ通についてੴる。

ਠのং५やॱॡシーಉをਹ৷し、そطং५のન認と時മをཔするق

ोझोのওজॵト・ॹওজॵトをੴるك 

⋉ ாなਹ৷についてઅえる。

ඊಅନವ後をઅえ、େいや通طやにਹ৷できる্১をୂいてाるق

時にਁ共ઐ通をਹ৷することのਏ性、లਟのਹ৷のあり্についてઅ

えるك 

ୠ 

⋇ ਠ૾のਁ共ઐ通を地域でੴる。

ଭり়いॱॡシーಉの行が提している१ーঅ५のఢੴを地域でも行ق

अك 

⋈ ாなਹ৷について地域でઅえる。

、ૹطথॣートಉをৰしてऎのযにਹ৷してもらअ্১をઅえる॔ق

५ーঃー、୰、ॡজニॵॡをᇽऑる্১をਫ਼ୈするك

⋉ 地域でং५の整を行अ。

ষ 

⋇ 対ਵのৃを創り、コーॹィॿートする。

にኇわोङに、ਁ共ઐ通全体のਈి化ك৽ଡ଼、時മಉقใのং५ଡ଼ق

をঢ়બ事者と共にਫ਼ୈするطઈ行のৃਚ、時ఝಉ、もっとਹ৷しても

らअ্১を見直すطコミュニティং५のং५、時を見直すਁط共ઐ通

のਹ৷をയすطଭり়いॱॡシーのਹ৷೧のఁপಉ、ਹ৷者をੜやす取

組ाをਫ਼ୈするك 

⋈ ਠ૾のਁ共ઐ通についてཔとীෲをする。

ਹ৷者とકড়のニー६をનط共ઐ通のਹ৷のਠ૾をถしऎীෲするਁق

提
案 １. ਗ਼やং५、ॱॡシーಉのใோのઐ通体௺を見直し、થ活৷する。
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にཔするك 

⋉ ਠ૾のਁ共ઐ通をఢੴする。قଡ଼地のଦഘを行अك 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ 対ਵのৃに参加する。 

 

Ӑࡑののពぢӑ 

① ਆは会であり、ऺと॒नং५ಉにଭるযがいない。ੇఔಉにをっているযがいる

とઞわोない可能性があるので、ઐ通についての意識改がਏ。 

② 高சং५のଭりৃなのにৃがない。 

③ ଡ଼ং५をਹ৷するにもং५まで೫い。 

⋊ コミュニティং५・ଡ଼ং५のઈ行時とઈ行৽ଡ଼のਫ਼がਏ。JRや高சং५、শड़থॹ

ঐথॻॱॡシーとの৴なन、ড়のଌとして௴のଌとしてのਹ性の高い、સのあ

るଭఌસਬなनができるेअになोयとઅえる。 

⋋ 生活にਏなপ๘のৃの中にং५をਝ઼するのはनअか。 

⋌ ং५をなऎし、ুをऑोय৽ଡ଼でঽにଭ降できることもઅえる。 

⋍ コミュニティং५のઁઔൕંをਗ਼化すると、੫がൕ載しやすいのではないか。 

⋎ コミュニティং५のこोからのઈについて、ফ୦ਐもଓ助সを出して、ং५はৰは

যଭっているか、૬ਞをઈ॒でいるか。なऎचयଐいといअ意見もあるが、なऎなっては

るযもいる。 

⋏ ং५のৃਚを見直す。生活にਏなপの前、または中にং५をਝ઼できないか。 

⋐ コミュニティং५のൕંઁقઔഝكにઁઔ൳ૐ中の่ഝを見かける。そोをなऎし、ઁઔઽো

を੭るために、ਗ਼化するのはनअか。そअすोय่ഝોऔ॒にઁઔഝをൂすることもなऎ、

ઌ 1ූでੋむとઓअ。ઁઔもા৷చ減でき、ઁઔがুೄに出चるのではないか。 
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ੁ
 ڮ

心とਆをᇽएใோのਁ共ઐ通ق高சং५・ளكのಌなるౄৰをる。また、ং५

ॱーミॼঝ્قにஸং५ॱーミॼঝكまでの॔ॡ७५性を向औचる。 

 

「ੁڮ」のৰਠपऐथؚजोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ ਂرでもਁ共ઐ通ਃঢ়をਹ৷する。 

ୠ ⋇ ਁ共ઐ通としてのள、高சং५のਹ৷を地域としてもઅえる。 

ষ 

⋇ ளや高சং५事者とড়との対ਵのৃを創り、コーॹィॿートする。 

ਂ、ਹ৷者減にेる減ق にेるਹ৷者減といअの५ঃॖছঝをਫの५  

ঃॖছঝにえるための対策を事者とਹ৷者であるড়が共にઅえ、ৰ

行するك 

⋈ ਹ৷ੜのためのॖথইছ整の可能性をർる。 

  ക・高சং५のং५હषのથમৃの整をطঃーॡ॔থॻছॖॻق

ਫ਼ୈするઁطいৃのન৳قং५のऎكك 

⋉ ਹ৷ੜのための९ইトએでの対策をਫ਼ୈする。 

 كસਬय़কথঌーথಉを行अطॡーএথଊಉを発行しড়のਹ৷をੜやすق

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ ఽの行のઈ行をਫ਼ୈする。ఽのઈ行や行のমਯをੜやす。 

 

Ӑࡑののពぢӑ 

① ುਡまでのઐ通॔ॡ७५が改善すोय்ઁい਼৻の生活のସが高まるのではないか。 

② ௴がঐॖढ़ーではなऎ、ং५ಉでਟたいとઓअ策をઅえる。 

③ ઐ通事者とਹ৷者のੲਾ共થのৃをਝする。 

⋊ 整のଡ଼ఁがਤむことで、ஸなनषの॔ॡ७५がતに高まる。 

⋋ ং५ॱーミॼঝ ৃقથમك。 

⋌ ਆ発ାの高சং५のਹ৷を০ेりਹにしてऺしい。 
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ੁ
گ

心からਆまでに加え、ਆ内のਁ共ઐ通の動をയਤするために、ঁঈとなる

ುਡのਝ઼とঃーॡ॔থॻছॖॻをਤする。 

「ੁگ」のৰਠपऐथؚजोझोがষअऒध 
எञठ 
市民 

⋇ 地域のುਡとなる੫に出向き、ઞいやすऔ、ਂऔを৹सる。

ୠ 
⋇ シーডーঝॻ、उଅਓો、のകを回する্১をਫ਼ୈする。

⋈ ৻行者との提をる。

ষ 
① ৃの整、のകの整、SNS ಉषの॔আーঝを行अ。

② ਆથમଡ଼のऎにপきいৃをつऎる؛

③ ਆড়はऎઞえるなनにする؛

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇�௴向けのउଅਓોऔ॒をる؛

Ӑࡑののពぢӑ 

⋇ 高சং५のਹ৷をੜやすためのৃに地域内ઐ通のঁঈਃ能をたचてはनअか。
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ੁ
 ڰ

ઐ通ൠ者の動を੍えるため、ਠୡઈ行中のଭり়い制ॹঐথॻॱॡシーをਫ਼しম

તઈ行にᇽऑる。 

 

「ੁڰ」のৰਠपऐथؚजोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ કড়の意見をୂき、ଡ୳तऎりに参加する。 

⋈ ঽীओととኇえて、制২のੲਾをঽীでઽૐする。 

⋉ ਠのং५やॱॡシーಉをਹ৷し、そोझोのওজॵト・ॹওজॵトをੴる。

 كગൕق

⋊ ඊಅନವ後を୳し、େいや通時にਁ共ઐ通をਹ৷するಉ、లਟのਹ৷

にえる。قગൕك 

⋋ ॹঐথॻॱॡシーをாにਹ৷、ఃஈする。 

⋌ ௵য、ਚなनまとめてਹ৷する。 

ୠ 

⋇ 動ুのન৳を地域の課題としてኇえ、ॹঐথॻॱॡシーのਹ৷をళलෳ

ける。 

⋈ ਹ৷したযの意見をୂき、地域でਹ৷೧や時ఝなनの制২内容をಖਪし

て、と共にমતઈ行にあたってのଡ୳तऎりに参加する。 

⋉ ૹ、५ーঃー、୰、ॡজニॵॡをᇽऑる্১をਫ਼ୈする。قગൕك 

⋊ ଭり়いॱॡシーಉの行が提している१ーঅ५のఢੴを地域でも行अ。

 كગൕق

⋋ ॹঐথॻॱॡシーହ会でのਹ৷者のりକこしを行अ。 

ষ 

⋇ মતઈ行ਤのউট४ख़ॡトॳーをয়ちऑ、ଡ଼ং५のఀૃも౷まえા

৷対ટをેীਫ਼する。 

⋈ ઐ通ൠ者をଛಶする७ॡシঙথをஆয়औचる。 

⋉ ਹ৷೧なनの制২内容を地域と共にੈ議する。 

⋊ ਹ৷૾யにૢगて、ॹঐথॻॱॡシーにわるঽੇ৷થઈଛもਫ਼ୈする。 

⋋ ਹ৷者とકড়のニー६をનにཔする。قગൕك 

⋌ ଭり়いॱॡシーのਹ৷೧のఁপಉにेるਹ৷者をੜやす取組ाをਫ਼ୈ

する。قગൕك 

⋍ ഛႠなହ、ૠ制を減らす。 

⋎ PRするقわかりやすऎك。 

⋏ 全体に見直しを行अقઈ行೧やઈ行時なनك。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ 行とのੈ議の中で൩いに制২内容をਫ਼する。 

⋈ ੫にउいても制২のఢੴを行अ。 

⋉ ਹ৷૾யを見て、ॹঐথॻॱॡシーにわるঽੇ৷ਹ৷१ーঅ५もਫ਼ୈす
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る。 

 

Ӑࡑののពぢӑ 

① ୀいなऎଭり়いॱॡシーのਏは強い。 

② ୡにপ・ஏ・੦のだけのਹ৷で、もৠまっているため、ঽীの出ෳけると়

わないಉとっているযرのਵをປにする。 

③ ୡなのでこोからनअなるかわからないのですが、ৠめ事もऎし、また、ਆ地ય内全域

になるとありがたいとਵしていたがनअか。 

⋊ େい、୰、ૐ会ಉ、ঽীの行きたいときにঽীのઈૡで出かけている。しかし、ඊಅをନವ

したらनअなるか心ଦ。 

⋋ ଭり়いॱॡシーをౄৰし全にன৫औचたい。 

⋌ উট४ख़ॡトॳー発ଌをళलかけたい。 

⋍ ॹঐথॻॱॡシー：થঽੇ৷ઈ行なनのものをઞअことをઅえてはनअか。 

⋎ ૣකਹ৷とྠୀいしている。 

⋏ ॹঐথॻॱॡシー：ઁਾਂଌ、ニー६とあっていない、ୡઈ৷なのにୡになっていないので

はないか。 
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提案ڱのৰਠのため、ઃの策をன৫します。 


ੁ
 ڱ

地域のつながりを੦ೕとした、助け়いのシ५テとしての動ুを創りऑる。 

 

「ੁ」のৰਠपऐथؚजोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ ઐ通ൠ者について、ঽ助・共助・ਁ助のଳਡでઅえることをしていऎ。 

⋈ ০動いているコミュニティओとにઅえることを提案したい。 

ୠ 
⋇ ছথティ॔にेる動ুをઅえる。 

⋈ 地域કড়の্のてる力を活৷していऎ。 

⋉ ੈ力できる೧でଛಶのउুいをする。 

ষ 
⋇ ১ૠ制なनの制৺੯を整৶する。 

⋈ 地域でઅえるためのきっかけतऎりをਫ਼ୈする。 

⋉ 地域ෆฐॣ॔シ५テとの৴なनをਫ਼ୈする。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇  

 

Ӑࡑののពぢӑ 

① ছথティ॔にेるଛಶもઅえるसきである。 

② コミュニティのૠெにૢगたを৷意し、ਏな時にをらचる。そのことで、ਚの

্のੲਾも共થでき、防災、೨、ୢなनの助け়いにつながる。 

③ େいや୰に行ऎযはఃஈして、ৼଭり。ছথティ॔もしऎはॳॣॵト制・এॖথト制にする。 

 

 

 

 

 

提
案  ２. 地域の力ق共助كで、動を੍えるல組ाق共助ઐ通كをる。 
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ੁ
 ڲ

災害時にಞ早い動が難な্たちを地域の中にある動ুをઞって、全に避難औ

चる。 

 

「ੁڲ」のৰਠपऐथؚजोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ 地域のਠ૾をੴる。 

ਚに害者やஆ高ೡ者がいるのかをཔطક地ๆ者のཔをするق

するك 

⋈ 地域の活動षのੈ力をする。 

⋉ 災害時の१এートのযとなる。 

⋊ পૠெ災害のときは、まङঽীの୵をஹる。 

ୠ 

⋇ 害者のཔと१এートするযをન化する。 

⋈ コミュニティを強化する。 

地域にある、ય、組なनの組௶एるाの活動をઅطਚ・ๆ組षのଢෳけق

えるك 

ষ 

⋇ যੲਾを活৷できる体制にする。 

ਚ・ૣක৳طযੲਾのඞいをઅえ直すطযੲਾのਹ৷೧をઁऑるق

課・防・のᇽがりと、で動ऎযと地域に৴൪するシ५テとੲਾ

を地域にநすك 

⋈ ਠある地域組௶の見直しをする。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇  
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提案３のৰਠのため、ઃの策をன৫します。 


ੁ
 ڳ

内にあるઐ通ৱ౺をથする全事者と৴し、ૣකーংーなनのਤ事を੦に、ઐ

通ൠ者の動を੍える૨のଐい動シ५テをଡണする。 

 

「ੁڳ」のৰਠपऐथؚजोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ ৴のৃに参加する。 

⋈ ਠあるઐ通ৱ౺を૨ेऎਹ৷できるेअਹ৷時ఝಉのੵをする。 

⋉ っている௧性を૽য়てる。 

ୠ 

⋇ 内のઐ通ঢ়બ事のੈ力をྛए。 

⋈ 地域のৱ౺を活৷していऎ。 

 كઈଛ事者・ૣක事者・௴事者なनのர৴ق

⋉ ੈ力できることはੈ力する。 

ষ 

⋇ ৴のৃを創り、コーॹィॿートする。 

૧事ஂقකૣ、كテঝ・ைಉق௴ط૯に৴する੫をয়案するق

者ಉك、ীで್えるઐ通ৱ౺を活৷したড়にेる動੍ରのல組ा

がৰਠできるेअ、地域・ঢ়બ੮体とのੈ議のৃをਝするط੫、事

ਚऺかとの৴で୦かのઈ৷を行अطড়がੈ力して出ਟることをค

にઅえるك 

⋈ 体な課題や害についてのੲਾの৫ંを行अ。قੲਾの共થك 

⋉ ઐ通ൠ者をଛಶする७ॡシঙথをஆয়औचる。قગൕك 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ ৴のৃに参加する。 

内にあるઐ通ৱ౺がড়の動ুとなり੭るか、地域・行と共にق

અえるك 

 

Ӑࡑののពぢӑ 

① ০あるॱॡシーでૣක事のଛಶをあるங২、ஆয়事に出ਟないか。そのを中、ड़থॹঐ

থॻॱॡシーにして、内୭ং५と৴できないかなとઅえます。 

② ੈ力事者をਁ൳してाては。ૣක事者だけにらないでऺしい。 

提
案  ３. 

地域がつあらॅる動ুにା৯し、そोらのથ活৷、ॿॵトডーॡ化
なनを通して、ৗしい動のあり্をਫ਼ୈ・োする。また、ਟのਗ਼ਞ
ঽ動、ঽ動ઈૡなनの地域षのো可能性をਫ਼ୈするقৗたな動ুष
のරਅك。 
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③ 内の৵ૠெ事者のଛಶだけでは難しい。 

⋊ ୰、ૣක、ং५、ॱॡシー、୧、ഖଂ員の活৷ਂଌ。 

⋋ ਁ共ઐ通ਃঢ়とのঢ়બ性は。 

⋌ 内のઐ通事者のਵをୂいてाたい。 

⋍ ྕিのॖঋথトでຠਝのং५がੈ力していてಞอらしいとगた。常に৴体制が整अこと

がਏ。 

⋎ ਹ৷者がੜえなけोय事としてಲਢできない。 

⋏ ਠ૾のઐ通シ५テをੴり、અえ、改善の行動をするためにも、ઐ通ঢ়બ者とਹ৷者であるકড়

とのੲਾ共થのৃを創ることがਏ。 

⋐ MaaS१ーঅ५をਆに整えていけोयいい。ઐ通ৱ౺をਹ活৷できोय。 

⋑ ड़থॹঐথॻॱॡシーとૣකの়にेる、コ५トచ減とਹ性の向を৯としたૣක

MOVERのઅえ্は発ன性のあるਆঔॹঝをोる可能性をगる。 

⋒ ୰に行ऎためにଡ଼ং५をਹ৷しました。મসは༜ਊでした。ઈૡুऔ॒も切でした。ઐ通

ൠ者になったとき、ଌがൠऎなっているとઓअので、ଭりやすऎ、降りやすい୷のいং५

がଐいとઓいました。ং५がਹ৷できなऎなったときは、ૣ කঽ動にらなऎてはいけないਹ

৷しやすいシ५テを行にउൢいします。 

⋓ ਆのਟをઅえると、उসをあまりかけないで内ઐ通ਖ題をੰৠできる্১はこो以ਗない。

জ५ॡをযに背わचるのではなऎ、ਁ 共の૽ਚが体になって、ହ会を৫ऎ会を৫ಈし

て、コーॹィॿートしてਆගૣකーংーをする。そして 5ढ़ফੑにোोて০後につ

なऑる。 
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ੁ
 ڴ

ઐ通ൠ者の動を१এートするため、内でのঽ動ઈૡ્قにਗ਼ਞঽ動كのୡো

をਫ਼ୈする。 

 

「ੁڴ」のৰਠपऐथؚजोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ っている௧性を૽য়てる。قગൕك 

ୠ ⋇ 地域કড়の্のてる力を活৷していऎ。قગൕك 

ষ 
⋇ ঽ動ઈૡやਗ਼ਞঽ動のঢ়બする੫やপ৾ಉに、ৰৰୡにిしている

੯だとਲ਼りाをする。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ ਆ内でଢ଼やৰৰୡを行अ。 

 

Ӑࡑののពぢӑ 

⋇ ঽ動ઈૡは、まङ、ୌ・。ਆでは、ਂૠಋなଡ଼での全性ન৳が課題。ਆのコ
থঃॡトऔを活かし、ਗ਼ਞঽ動、ঽ動ઈૡなनのৰৰୡの可能性を୯してはनअか。 

⋈ ૮যॱॡシーなनਟのঔॹঝো、にুをऑた্がଐい。 

⋉ ঽ動ઈૡをোするにਊたっては、ICT୭ಉڱقGなनكの整がਏ。 

⋊ ਗ਼ਞঽ動は災害時にశ常৷ਗ਼౺としても活৷できる。 

⋋ ਗ਼ਞঽ動：௴向けにもਹ৷できないか、ॻছॖংーહき orのाঞথॱঝしてਹஇを
ऑらोる。 

⋌ ଗਧবপ৾がඏしたら、そこに௴向け、ৃ、उଅਓોऔ॒、ਗ਼ਞঽ動ঞথॱঝ
 。をるのはनअかك内案内ق
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ੁ
 ڵ

௴ઐ通と生活ઐ通の体化といअଳਡで、ใோのઐ通シ५テを見直す。 

 

「ੁڵ」のৰਠपऐथؚजोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇  

ୠ ⋇  

ষ ⋇  

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇  

 

Ӑࡑののពぢӑ 

① ൠाを強ाにえるଳਡがਏ。 

② ௴地をつなए回ং५をつऎり、કড়ਹ৷できるेअにする。 

③ コミュニティং५について、ઞいやすऔやଭりかえやすऔなनੵし௴もઞいやすい時

ఝのઈやฑໞなଡ଼৽ଡ଼の৫発なनૠ制をਮऔचてでもੵがਏ。 

⋊ ड़থॹঐথॻॱॡシーとコミュニティং५・ଡ଼ং५・JRのଭりఌえでড়にも௴にもਹ

性がありસのある内ઐ通१ーঅ५が出ਟोयとઅえます。 

⋋ コミュニティং५・ଭり়いॱॡシーの中地षの௴ਹ৷をੜやすことはজ॰ート

事の৫発としてはྟ力あるউছথを提するॳকথ५にもなり高ೡ者の動ুをੜやすこ

とにもつながりલ೭。 

⋌ ༧য়テঝから地域体ୡ௴षシইトすることが௴と生活のઐ通体化につながる。ફ、

、ఽにຠਝからਗ出する௴तऎりと、そोに対ૢできるઐ通ুをつऎる。 

⋍ ಞอらしい௴地があるのに、そこをఢฉするઐ通ুがない。ຠしたऎなるेअなઐ通ু

をテঝಉの৴にेるできないか。 

⋎ 生活ઐ通との体化は、ॱー।ॵト、ਹ৷なनのୀいがあるのが課題になる。 

⋏ ౄৰしたड़উシঙথを৷意するਏがある。 
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ੁ
10 

行者が、ଭることにྟ力をगらोる動ুق：・トॗॡトॗॡكのোをਫ਼

ୈしてਮにᇽऑる。 

 

「ੁ 10」のৰਠपऐथؚजोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ ਃ会があोयউট४ख़ॡトや NPO১যに参加する。 

⋈ SNSでの発ਦを行अ。 

ୠ ⋇ 各ುਡのਹஇだけでなऎ、1つの地域としてਹஇを୯するઅえにわる。 

ষ 
⋇ ਆの৯উছথをるقいすाளのेअなঈছথॻ化、ਕのঐॢট

切࿋のेअなઐ通と୫事のঃॵॣー४化ك。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ ⎚ੰき।ーのとしてਗ਼、ং५なनをઞってもらअ。 

⋈ ୫ or୫હきのॳॣॵトقং५、ਗ਼كを੫する。 

 

Ӑࡑののពぢӑ 

① ੫とが৴し、ਲのेअなਆ内でउসをઞअेअなউছথをるਏがある。 

② もअ২ਟたいとઓえるਆになるには、ઐ通整や௴ುਡとなるৃਚの整もਏ。

ๆののകを参અに整してऺしい。 

③ がড়と੫をᇽऑる NPO১যをয়ちऑるق૯のつながりをつける、ৰᄷする、ৰした

後の௬とఊਫを行अك。 

⋊ 動そのものがྟ力になるといअଳਡでの動ুをઅえるقいすाள化ك。 
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提案４のৰਠのため、ઃの策をன৫します。 


ੁ
11

௴シー६থのを減らすために、ਏব以ਗのಹ્قにਨଡ଼كの૽સを

整৶する。 

「ੁ 11」のৰਠपऐथؚजोझोがষअऒध 

எञठ 
市民 

① 時の⌚回৽ଡ଼をཔしてउऎ。

② がକきやすい時には⌚回ଡ଼をઞअ。

③ ा়अ時をਗして行動する。

⋊ ਨଡ଼をੴり、થにઞअेअにする؛

ୠ ⋇ 時の⌚回৽ଡ଼を地域で共થする。

ষ 
⋇ ਨଡ଼とব 128ಀとの早期のமਢをਤめる。

⋈ ༏ሀଡ଼の整をਤめる。

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇�ড়੫のාಱ、ড়で通ඐટにえる؛

Ӑࡑののពぢӑ 

① ௴がঐॖढ़ーではなऎ、ং५ಉでਟたいとઓअ策をઅえる。قગൕك

② 整औोているが、通ඐಉにਹ৷するযがないとगる。ధ行してある 181ಀは通৾

ଡ଼になっているがのもऎপ૫だとगる。

③  24ಀのઊႅઋからนি୰্એに௷けるは、整औोているがਹ৷者がないेअ

にઓअ。

⋊ ௴地をᇽए回ং५をり、કড়もਹ৷できるेअにする。

提
案 ４. 全に動でき、動しやすい୭を整えるために、ઐ通ॖথইছの整を

ਤめる。
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ੁ
12 

नもたちが心して全に通৾やฉलに行けること、災害時に全に避難できることಉ

もଡ଼のপきな૽સのつとえる。そのため、ใோのଡ଼や通৾ଡ଼、నの整・ఊሂ

をਤめる。 

 

「ੁ 12」のৰਠपऐथؚजोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ ०ミಉがあोय࿆अ。 

⋈ नもと全な通৾ଡ଼をન認する。 

⋉ しているᆽਚಉ、ଡ଼の૾யをにਾઔする。 

ୠ 
⋇ හൃಉをᴍჺに࿘る。 

⋈ 見ஹり、ઐ通ਊを行अ・参加する。 

⋉ ଡ଼のをঽ会の૽員だけでなऎ、地域全体で行अ。 

ষ 
⋇ ശोたৃਚಉを改ఊする。 

⋈ ଡ଼の૾யをลいऑらोる体制・シ५テをる。 

⋉ 避難ৃਚ、ৃಉの整をする。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇  

 

Ӑࡑののពぢӑ 

⋇ ৃのથમ化をਫ਼ୈする。 

⋈ ঋঅーढ़ーが通りतらいᆽਚがある。 
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ੁ
13 

ਆを௰ोる௴のऺと॒नはでやってਟる。のੰ、ਁ共ઐ通ਃঢ়での動

をയすために、ঁঈとなるৃの整をਤめる。 

 

「ੁ 13」のৰਠपऐथؚजोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ しそअな時ఝはੇにいる。 

⋈ ेり早ऎ、またはऎ出かける。 

ୠ 
⋇ ৃのৃਚをઅえる。 

⋈ ૬き地の提を行अ。 

ষ 
⋇ ৃのੲਾを取りまとめて発ਦする。 

⋈ ৃをしてઐ通のोを強制にる。 

⋉ ・বとの৴で整をਤめる。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇  

 

Ӑࡑののពぢӑ 

⋇ ৃのથમ化をਫ਼ୈする。 
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⋇ ઐ通ൠ者が動をしてେいや୰に行ऎのではなऎ、उや୰がで動してきて出ਚ
をるといअઅえ্もできる。 

⋈ もअ২ਟたいとઓえるਆになるには、ઐ通整や௴ುਡとなるৃਚの整もਏ。ๆの

のകを参અに整してऺしい。がড়と੫をᇽऑる NPO১যをয়ちऑるق૯のつながりを

つける、ৰᄷする、ৰした後の௬とఊਫを行अك。 
⋉ いలਟ、ඊಅନವした時に生活୭を全で心、ધ化、会に৳औोる૾யに整えてऺ

しい。 

⋊ そもそも୦をするにもઘઽをੜやすことがਏ。そोにはકをੜやし、કড়ઘをੜやす。こोに

はਹであることはਂ可ಳで、そोはਆકড়にとってもいいことにᇽがるとઓいます。ॖথংक़

থॻ向けにಭি、ਛি直行をछऱ。 

⋋ コথঃॡトシティٔ୭ઐ通で୕はકाやすいඌをっているが、からのয口動があ

ると୳して、ਆでもगेअに体な୦かをઅえるਏがある。 

⋌ ઐ通をઅえる中で、は୦を中心にを整していऎのかが見えてこない。௴なのか、ୢなの

か、そのなのか。 

⋍ ใோのਁ共ઐ通ਹ৷૨がいਠ૾のਏীෲをもっとഛႠにしたऺअがेい。॔থॣートや
ৃ৹ਪなनのॹーॱীෲもপ事ではあるが、もっとপ事なのは、コミュニティং५・ள・ଭ
়ॱॡシصをஅめ、そोझोのঢ়બ者や地域કড়と、ൡにஂしてᅏᡬのないੲਾઐఌのৃを
もअけ、意見をૐ৺し、মਊにえなけोयならないこと、ৗたにଡണするसきこと、లਟਝ
ੑ५ॣ४ューঝのਠ地をંすಉ。こोらのથなੲਾの共થ化をੵするਏがあるとઓ
います(ੲਾ共થがঽ会ભचではုりがあったり、ઓいこाがあったりするਠ૾を૮ऎすため
にも)。 

⋎ 災害時、శ常時にਃ能するઐ通ිのਫ਼ୈ。 
⋏ ઐ通を課題としたীఐ会だが、ૣක・ઇ・௴と課題はวに৴することがかलがっ

た。 
⋐ ૣක MOVER のোではड़থॹঐথॻॱॡシーと৴するਓにすることで事ਚの৽

にまらङ、ஂ૧৳૫事の੍出చ減や௴の発னやৗૠક者のඃ੭にもつながる。 
⋑ ઇをਭけるためにਗに出ていऎなनのతは、ਆにྟ力あるઇ行が૮いことの

త。 
 

 
 
 
 
 

 

  そののશの意見ٸ
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「かもがわ市民会議」からのڰणの提案 

（第گ分科会：थठ୭づくり） 
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 ੳ⋇ 市民ृୠがਠのथੇ൦ृनものठの૾யの৶ੰ॑ीるৢુ؝ڭ-ڭ

化の中でて੍ରのౄৰをり、नものちの୭を整するには、てをી

えた্رのੈ力がਂ可ಳです。そのためには、行がਠのてੇ൦が್える難やฎा

やちにउける課題をཔし、ড়にாに発ਦすることで৶ੰをめ、ড়がて

ちにੈ力できる୭やல組ाをつऎりਢけることがਏです。 

 

 ੳ⋈ थ੍ରृठ୭मؚষが৸थৰघるऒधदमऩいৢુ؝ڮ-ڭ

ਆのての੍ରやちの୭をౄৰऔचるためには、全ての事を行がৰす

ることはટではなऎ૨もଐऎありまच॒。地域や५এーॶ੮体、NPO やてॢঝ

ーউなनऎのコミュニティでनもやてੇ൦のৃਚとৼなनの੍ରのৃをつऎ

り、ৰしていऎことがਂ可ಳです。 

行は、ਤな取組ाやرな課題を್えたੇ൦やनもषの੍ର、地域とৗたなコミ

ュニティの創出をਤするಉと૽સをનにして、事のટをബえङ行अਏがあり

ます。 

 

ੳ⋉ ୠदੱखथथदきる୭づくりम「ৗञऩऽठづくり」पणৢુ؝گ-ڭ

ऩがる 

ড়が参加するてちの୭तऎりの取り組ाは、ਆにउけるມりや行事、防

災や防ಬ、高ೡ者の見ஹりやஂ૧防のৃतऎり、ৗたなல事तऎりなनวにநる地域コ

ミュニティのગ生につながっていきます。 

नもはၴしもযではਛশできङ、だけではてらोまच॒。地域でてやち

の୭を整えることは、رな課題をড়যযが「ঽীओと」としてઅえ取り組む「ৗ

たなまちतऎり」षのਃとなります。 
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以下の４つの提案は、私たち会議参加者が、5回にわたって議論してきたことや、各回で
記載した「課題発見シート」「改善提案シート」「意見提出シート」の内容を中心にまとめた
ものです。 

 
 

提
案  １. ਓ前からਓ後、नもたちがঽয়するまで、切ो৯のない੍ରをて਼

ఝに提する。 

    →背景となる課題意識：共通認識①②③ 

 

提
案  ２. नもたちが生まोったਆのことを০まで以にきになってऎ

ोるेअに、ઇ୭・ઇ内容のౄৰをる。 

    →背景となる課題意識：共通認識①② 

 

提
案  ３. ড়ा॒なで見ஹる体制にできोयて਼ఝの૿を減らすことが出

ਟる。そのため、て਼ఝと地域のコミュニॣーシঙথをる。 

    →背景となる課題意識：共通認識①②③ 

 

提
案  ４. नもたちが心してฉसる、৳૧者も心してฉयचらोる୭तऎり

をਤめる。 

    →背景となる課題意識：共通認識②③ 
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提案１のৰਠのため、ઃの策をன৫します。 


ੁ
 ڭ

੍ରをめているযがめているものをਭけらोるेअに「見つけやすい」「見やすい」「わ

かりやすい」を意識して੍ରੲਾを発ਦする。 
 

「策１」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ ႔期やて਼ఝのੴযにੲਾのૐめ্やੲਾそのものをઇえる。 

⋈ てでੴりたいことをまとめて、ঽら੍ର१ーঅ५をੴる・৹सる。 

⋉ ૯のつながりでইज़টーしたり१এートする。 

⋊ ちの௵যからੲਾを੭る。 

⋋ ਚのযとൎଐऎなり、ੲਾを共થできるेअにする。 

⋌ ੲਾがありそअなとこौष出向ऎ。 

⋍ ५ঐ・PCをઞっての HPを見てाる。 

⋎ ਁ共ਃঢ়をாにਹ৷して௵りをする。 

ୠ 

⋇ コথঅニなन、ਂ્ਯが出োりするとこौにफ़ॖॻঈॵॡ、এ५ॱーを

ਝ઼する。 

⋈ 地域の্رにଢෳけをしていऎ。 

⋉ ఢੴもஅめて OBऔ॒にੇ事やஹりのउুいをしてもらअ。 

⋊ ੲਾが੭らोるৃਚをઇえる。 

⋋ ੲਾを地域内で共થできるेअなல組ाをる。 

⋌ नもが生まोたयかりのযをलહけらोるेअにするقઐॖঋথ

トの৫ಈك。 

⋍ 回༮ഝなनをઞって地યでఢੴする。 

ষ 

⋇ ਞೄにুにしたऎなる、ೄऎてಔしいトーॱঝ१এートफ़ॖॻに改ౣし、೯

ಟがুに取るન૨が高いৃਚに઼ऎ。 

⋈ トーॱঝ१এートफ़ॖॻをಟুと共にநす。 

⋉ ॖথॱーॿॵトだけでも、対যでも、नちらのニー६にもૢえらोるਝと

体制を整える。 

⋊ ੍ର१ーঅ५をਞೄにਭけらोるेअに HPをॹ२ॖথするق見やすいॹ२

ॖথ、わかりやすいম২、っていることでढ़テ०জীけಉك。 

⋋ の HPを見るेअにえる。 

提
案  １. ਓ前からਓ後、नもたちがঽয়するまで、切ो৯のない੍ରをて਼ఝ

に提する。 
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⋌ ਓ前にৼ、नもをけらोるৃਚなनのੲਾを提する。 

⋍ ઁਾをৗୂീだけでなऎ、ৃにଦるなन、৯にするਃ会をੜやす。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ 行では行っていない取組ाや強ाとなる१ーঅ५のఢੴを行अ。 

 

Ӑࡑののពぢӑ 

⋇ がੇもৗୂを取るのをૃめてしまい、のઁਾを৯にすることがなऎなった。ਆড়の

なऎないસ়をಚめるนি୰の員も、ऎが્قに者كৗୂを取っていない。ৗୂീ

だけでなऎ、ৃにଦるなन、৯にするਃ会をੜやす力がਏ。 

⋈ HPはைのものが見やすऎ、興をਬऎ内容になっているとઓった。 

⋉ ੲਾൠ者のਗবযषのੲਾ提はनのेअにઅえるかقやऔしいমୁٔಟবୁك。 

⋊ トーॱঝ१এートफ़ॖॻは改ౣして、「時ກقাഥكで୯えるもの」「ಸでऺしいੲਾ」な

नඨীけして、ইॵॡقো口كのীをનにする。ಟুとともにၻとしてଦるといい

のでは。 

⋋ ੲਾをড়にえるために、LINEをઞ৷することはできないかॖقঋথト・コミュニティੲਾ

ಉك。 
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ੁ
 ڮ

ਆのて੍ରওニューのਯはਠ૾でもેীだが、ニー६をి切にཔし、ਓ前から

ਓ後までの切ो৯のない੍ର策、੍ର体制をेりౄৰऔचる。 

 

「策２」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ てについて、ঽীのनもやて਼ఝにえる。 

⋈ 2য৯のनもが生まोたੇ൦がऎにあったら、見ஹり・ু助けをする。 

⋉ ਵをୂいてあऑたり、ੇ事の॔ॻংॖ५をする。 

⋊ ঃঃঐঐ৾に参加する。 

⋋ ు೬ၿを取੭する。 

⋌ ちの੬性からੲਾを੭て、ঃঃが出ਟそअなてをคにઅえる。 

ୠ 

⋇ っていそअな਼ఝにはଢをෳけ、りओとをคにઅえる。 

⋈ ೯がनもを৴ोて行けて、コミュニॣーシঙথが取ोるৃの提。 

⋉ ೬を取੭しやすい୭तऎりと৶ੰのയਤをする。 

⋊ ੇ事のুなযから॔ॻংॖ५、ઇえてもらअ。 

ষ 

⋇ ਞೄにोるेअにලなুਢきにする。 

⋈ ちू॒のৰଙ・ਛশを்ઁऎੴらचるق：ౌംしたৃ়नअしたらいい

か、্১、防১なनك。 

⋉ ঃঃঐঐ৾でのঃঃにも৯を向けた੍ରの提。 

⋊ 2য৯ঃঃঐঐઇを行अ。 

⋋ ৼやঃঃঐঐ৾なनのड़থছॖথ化をਤめる。 

⋌ ড়体となった出ਓ前後の१এートを行अ。 

⋍ て੍ରをਭけたいযとର助したいযのঐॵॳথॢシ५テをる。 

⋎ ႔中のઇやుਫ਼൧の時、ીわったあとにঽにਵचるৃをਝける。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ 行では行っていない取組ाや強ाとなる१ーঅ५のఢੴを行अ。قગൕك 

 

Ӑࡑののពぢӑ 

① 1য৯の時は、औ॒切で୦とかてできたが、2য৯となると৽ୡがあるからといअこと

で、ର助がなऎなりがち。 

② ుがいるとਗ出しにऎいので、႔中のઇやుਫ਼൧の時、ીわったあとにঽにਵचるৃ

があったらいいとઓअ。ऴोあい७থॱーのોを৫ଣして、൧がીわったあとにਵが出ਟる

ेअにする。っていること、そोを྇がनअଭり切ったか、છいてഭめるものがあったらい

い。そこに、૿ ਊ者がই॓シজテーॱーとなって、ঐঐたちのॿॵトডーॡをっていけたらい

い。 
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③ ಸ対ૢ৷ॱॡシーのेअなல組ाをਫ਼ୈする。ઈૡඊಅをନವした者もਹ৷できるとなउଐい。 

 


ੁ
 گ

ฬをਃにਆにકしめた্・றੇఔ਼ఝ・যの਼ఝなनは、て期中に௵

যや地域から༧য়しがちで、ટにਂにีりやすいൊ向にある。そのため、て਼

ఝの༧য়・ਂをੰしていऎ。 
 

「策３」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ ੇ事をලにੋまचるのはபいことではないといअ意識હけقযにむ、

େってऎるಉك。 

⋈ ੍ର१ーঅ५をੴる・৹सる。૮৶चङ助けをめる。 

⋉ てढ़ইख़、नも୫ൡ、नも྆なनのುਡりとൎૐめをする。 

⋊ नも୫ൡに୫౫を提する、強をઇえる、ฉलをઇえる、見ஹりをする

なनの活動に参加する。 

⋋ ੇ事を੍ରする。 

⋌ ਵをୂき、会ਵの中で୦か化をᇘ॒で、॔ॻংॖ५できることはする。 

⋍ नものએを見る。 

ୠ 

⋇ ቂቇやଢෳけをきっかけにਵをୂऎ。 

⋈ てढ़ইख़、नも୫ൡ、नも྆なनのುਡりとൎૐめषのੈ力。 

⋉ のએを見るৃをつऎる。 

⋊ て१টথを行ってाる。 

⋋ て྇ঐঐのਓ後अつ৽ୡ者にᇽऑらोるेअにする。 

⋌ 地域でनもを見らोるेअにする。 

ষ 

⋇ १ーঅ५を提قঊঝঃー、৳、୫事ଦಉك。ਞೄにोるুਢき。 

⋈ ఀૅやਁ共ਝを活৷したてढ़ইख़、नも୫ൡ、नも྆なनて

ৼのなುਡりとൎૐめषの੍ର。 

⋉ ৳పषつなए੍ରをౄৰऔचる。 

⋊ ੍ର१ーঅ५をਞೄにਭけらोるेअに HPをॹ२ॖথするق見やすいॹ२

ॖথ、わかりやすいমୁ、っていることでढ़テ०জীけಉق。كગൕك 

⋋ て੍ରをਭけたいযとର助したいযのঐॵॳথॢシ५テをる。قગ

ൕك 

⋌ ႔中のઇやుਫ਼൧の時、ીわったあとにঽにਵचるৃをਝける。قગ

ൕك 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇  
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Ӑࡑののពぢӑ 

⋇ नも 7 যに 1 যはいるといअ།ੇ൦षの୫事や৾ಆ੍ରを行い、།の৴ำからのేを

るਏがある。 

⋈ পなのは時な事だとઇえる。あとは௫になる。 

⋉ ੍ରがਏなযに、「ここがある」といअৃをੴらしめるুがあるか。 

⋊ NPO੮体やੇ事१ーঅ५なन、出ਟるだけઁの१ーঅ५と৴できるといい。 

⋋ যঢ়બのଡണが難しいقౙুなكযがੜえている。そのため、ಖઋにも༧য়しやすい。 

⋌ ਓ後अつは、୴すらୂいたことがなかった。ᨘになると୦が५トঞ५でঽীがপな૾ய下

にいることにਞહきतらい。ႃからቂቇ、ଢෳけなनをして౿の見えるঢ়બりをすること

がਏとઓった。 

⋍ 「てৼをਁ共ਃঢ়で」が、ഢが高いとઓっているい਼৻のযがいる。「ਆのを

ਆがคにてますे」といअഀをড়がてるといい。ঽମはて中、行・地域に

助けらो、生活しやすかった。ੴっているだけで௹かになることがある。て਼৻のযが

心しててが出ਟるといい。 

⋎ ૡোしてऎるযには、のઁਾをুにোोないとੲਾઽૐにਂであること、नこでুにো

ोらोるかをしして案内してऺしい。ৗୂも取らङ、内会にもোっていないとমਊに୦

のੲਾもੴらचてもらえないことになり、༧য়している。ঽら動けるযはいいが、そअでない

যにはनअඍけていऎのか、५ーঃーঐーॣॵトにੈ力してもらअಉ、ুをઅえてしてा

たいق୰のਭહで見たことがあるك。 

⋏ ుがいるとਗ出しにऎいので、႔中のઇやుਫ਼൧の時、ીわったあとにঽにਵचる

ৃがあったらいいとઓअ。ऴोあい७থॱーのોを৫ଣして、൧がીわったあとにਵが出

ਟるेअにする。っていること、そोを྇がनअଭり切ったか、છいてഭめるものがあっ

たらいい。そこに、૿ਊ者がই॓シজテーॱーとなって、ঐঐたちのॿॵトডーॡをってい

けたらいい。قગൕك 
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ੁ
 ڰ

৾ญ৳・ଣ課後ుญઇقଅ५ॡーঝكなनの整・ౄৰをることで、௮きながら

てできる୭整を行अ。 

 

「策４」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ そोझोの੭意なことでઇを行い、ଣ課後のৃਚりを行अ。 

⋈ ౮৾ফのनも、পযとのઐのଐऔをनもにえ、心して৾ญやଣ課

後ుญઇに通えるेअにする。 

ୠ 

⋇ 地域の中からছথティ॔を൳る。 

⋈ नもたちが参加したいとઓえるेअな内容、नもがੇにషった後にと

コミュニॣーシঙথを取りたऎなるेअな内容りをઅえる。 

⋉ ૬きੇやઁৃを提する。 

ষ 
⋇ 会ૣකੈ議会とनも੍ର課の৴の強化をる。 

⋈ ছথティ॔のఃஈシ५テを५ঐ॔উজでਛする。 

⋉ ઇを৫ಈするযषの੍ରを行अ。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ 地域の৾ญの્౦はそのままに、ઈの१এートを行अ。 

⋈ ੫体ୡ、ছথティ॔体ୡなनのਃ会を創出する。 

⋉ ৾ญ৳、ଣ課後ుญઇに参加しतらいनもや、શ対ૢをൌする

ष१ーঅ५を提する。 

 

Ӑࡑののពぢӑ 

⋇ ৾ญઈをᅖがম化したで、૿をとয・地域でী૿出ਟたらଐいقଓ助সの

ম化ಉが০後ਏك。 

⋈ ৾ૅ੍ରছথティ॔とଅ५ॡーঝの੍ର者とで৴を取っていऎこともઅえたい。 

⋉ ഠয会なनの地域内の組௶とઇ੍ରをलહける取り組ाもਏではないか。 
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提案２のৰਠのため、ઃの策をன৫します。 


ੁ
 ڱ

৾前ઇのਏ性がହかोている০、৾前から৵৾ૅषとᇽऑる、ฮした৾前ઇ

のౄৰをる。 

 

「策ڱ」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇  

ୠ ⋇  

ষ ⋇  

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇  

 

Ӑࡑののពぢӑ 

⋇ ৾前のమから、発害のあるनものॣ॔を行っていऎ。 

⋈ そोझोの地યの્ඉを৾सるঅॹड़のेअなものがあるといいのではないか。 

 


ੁ
 ڲ

৾ಆ意ඟをඵౕできる৾ૅઇをਤする。 

 

「策ڲ」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ ઁいଳでのలਟをઅえる。 

ୠ ⋇  

ষ ⋇ 地域で活৷औोているੴ識をઇに活৷できるல組ाをる。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇  

 

Ӑࡑののពぢӑ 

① ઽোと৾ഄにはあるங২ৼঢ়ঢ়બがあることをઇえると共に、ல事でઞअૼの੦ຊになるੴ

識を৵中৾ૅで॒৾でいることをઇえる。 

提
案  ２. नもたちが生まोったਆのことを০まで以にきになってऎोる

ेअに、ઇ୭・ઇ内容のౄৰをる。 
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② えय、୰で୰ਞを൧するのには、体ัにஅまोる༳やအなनを௴するのにႀྰ

をઞअ。そअいったを見ることで、లਟのல事षの興やଳをઁऑることにもなる。 

③ ఢりがあまり強しないから、ঽীもしないでいいとઓってしまअ。ଂ、প৾ਤ৾はとても

難しऎなってしまい、ટ、ઽোのいにしかけない。 

⋊ లਟਝੑをઅえるছॖইউছথઇもਏ。 

⋋ 地੪しか見ないযはの௹かऔが見えない。または、଼ଥしても૮৶だとઓっている。 

⋌ こनもୱでཚとगফೡのनもがない。नもをੜやすための策をਤめてऺしい。 

⋍ 時内のઇのाならङ、৾ญ৳・ଅ५ॡーঝを活৷した興・ঢ়心のᅿਛもপ事。 

⋎ こोからの時৻は、ଐいপ৾に行ったら全て OKといअわけではない。মযのやりたいこと、

੭意なことを見つけらो、ർचるेअな、৾ૅઇの強化だけにらないপきなଳもਏ。 

⋏ नもが୦になりたいか、୦に興があるか、नअやったらそのীにできるかといった、

の৹सとેীなହはਏ。 

 


ੁ
 ڳ

௹かなঽே୭を活かした、ਆならではの体ୡ৾ಆのౄৰをる。 

 

「策ڳ」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ ঽীのできることの५य़ঝ॔ॵউを行अ。 

⋈ 体ୡ৾ಆを੍ର・ੈ力する。 

⋉ ནのやછのງஂやఞ๔を行अ。 

ୠ 
⋇ যからളਯになって୦らかの५य़ঝをളਯつ。 

⋈ 体ୡ৾ಆのৃを提する。 

ষ 
⋇ ੇのযやීపのযにੈ力をྛいでしてもらअ。 

⋈ ੍ର員の൳ૐや体ୡ৾ಆのৃがあることのઁਾを行अ。 

⋉ ੫・੮体やནの・છの൳ૐを行अ。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ ਃ会の提やযの提なन、体ୡ৾ಆषの੍ରを行अ。 

 

Ӑࡑののពぢӑ 

ձ नもの体ୡ৾ಆとして会のযをళलむ。 
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ੁ
 ڴ

৳ఃૅਂقఃૅك・発੍ର৾षの੍ରのౄৰをる。 

 

「策ڴ」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ 共生できるेअに、対となるनもとঽীのनものঢ়わり্をしっかり

とえる。 

ୠ ⋇  

ষ 
⋇ ਂఃૅの生െषのজঔート౸のৰを行अ。 

⋈ ୷શやု見を૮ऎすためにも、नのेअなઇをするৃなのかをఢੴする。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ ఢੴ・৶ੰのための会やシথএ४क़を৫ಈする。 

 

 


ੁ
 ڵ

ਆからでも心の৾ૅに通いやすऎなる্策をઅえるなन、な৭උ࿔を提する

 。كਤ৾しやすい୭तऎりق

 

「策ڵ」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ ਤ৾のੲਾઽૐをする。 

ୠ ⋇  

ষ 
⋇ ஆঽのတ৾স制২や通৾期なन、প৾ਤ৾時の৽ੋな助ਛをする。 

⋈ にড়がઞえるなᅟのਝ઼をਫ਼ୈする。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ 通৾にઞえるং५ଡ଼なनのを行अ。 

 

Ӑࡑののពぢӑ 

⋇ ૮期のॡছक़ॻই॓থॹィথॢق੦স orऴるऔとವઘでも OKكのेअなல組ाをったら

नअか。生ੈやあしなが੦সなन౦رあるが、नこかのၴかのನではなऎ、地੪のनものた

めに৽ੋ੍ରできるなら੍ର者がੜえるかもしोない。 
 

 

 



参
考
資
料

193

 

提案３のৰਠのため、ઃの策をன৫します。 


ੁ
10 

コミュニティ५ॡーঝやनもたちがฉ॒でいるの見ஹり体制なनの、नもとその

৳૧者を地域で見ஹるல組ाりをਤめる。 

 

「策 10」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ ৳૧者がनもとคにฉ॒で、全をન認する。 

⋈ ોਗฉलをாに行अ。 

⋉ ॢঝーউで行動する。 

⋊ ੇのऎのをങనऔचる。 

⋋ ଅ५ॡーঝにঢ়わる。 

⋌ シঝংーয౫७থॱーにఃஈしててঢ়બのธಫをਭける。 

ୠ 
⋇ যがোっていいਚをఢੴする。 

⋈ ೬にฉलにਟるの全を地域で見ஹる。 

ষ 
⋇ ฉलৃの提とఢੴ。そのための全ન認、ලಔな整を行अ。 

⋈ नもୱのऎにฉをઞえるਁୱをਝ઼する。 

⋉ ঃঃঐঐ৾ならफ४४ংং৾を行अ。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇  

 

Ӑࡑののពぢӑ 

ձ नもの下ૅ時が৵৾生のৃ়、16عফ生までがଏ後 3時でまとまっていることは、地域の

যがି意するのでいいことだとઓअ。 

ղ 「てৼをਁ共ਃঢ়で」が、ഢが高いとઓっているい਼৻のযがいる。「ਆのを

ਆがคにてますे」といअഀをড়がてるといい。ঽମはて中、行・地域に

助けらो、生活しやすかった。ੴっているだけで௹かになることがある。て਼৻のযが

心しててが出ਟるといい。قગൕك 

 

 

 

 

提
案  ３. ড়ा॒なで見ஹる体制にできोयて਼ఝの૿を減らすことが出ਟ

る。そのため、て਼ఝと地域のコミュニॣーシঙথをる。 
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ੁ
11 

ມや防災ธಫなनの地域ॖঋথトを通गて、て਼ఝとコミュニティをᇽऑる。 

 

「策 11」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ 地域ॖঋথトに参加する。 

⋈ ક者にも参加してもらअ。 

⋉ ಲਢしてৰできるेअに൳সを行अ。 

ୠ 
⋇ 全員が参加できるेअに৴൪をජೲする。 

⋈ ມのະ຺をହし、ક者にも参加してもらえるेअにする。 

ষ ⋇ ਏにૢगた化をਫ਼ୈする。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇  
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提案４のৰਠのため、ઃの策をன৫します。 


ੁ
12 

௹かなঽேの中でनもたちがฉसるेअにঽே୭の整を行अ。 

 

「策 12」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ NPOなनをって、ঽேઇقি॒ऻの生、༺の生、ਆの生ك、全

なฉल্をઇえる。 

⋈ ৳૧者がनもとคにฉ॒で、全をન認する。 

⋉ ોਗฉलをாに行अ。 

⋊ ॢঝーউで行動する。 

ୠ 
⋇ ঽேઇなनにৃਚق୭كを提する。 

⋈ যがোっていいਚをわかりやすऎఢੴする。 

ষ 
⋇ 生にถしいপ৾とঐॵॳথॢしてもらって、పになってもらअ。 

⋈ ઽোのでも࿊ଣಣ地のওথテॼথ५に回चるेअなல組ातऎり。 

⋉ ฉलৃの提とఢੴ。そのための全ન認、ලಔな整を行अ。قગൕك 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇  

 

Ӑࡑののពぢӑ 

⋇ नもが৵औいႃ、পූিの৾ಆ会に参加したり、প৾のಆで༰ຢतऎりに参加した

りでき、ਆだからこ॒なঽேにମにமするਃ会があり、ଐかったとઓっているق会だっ

たら中ر৽ୡऔचらोなかったとઓअك。 

⋈ قপযكやൎがいることで、ฉलから৾सることがある。動の前、生ଙ、૫

なਞ・ৃਚなन。生きる力となる。 

⋉ ઇ・୭・ੇ൦ق৽ੋك・ல事قतऎりكのজথॡق୭・൬ك。 

⋊ 高ೡ化やଵ৶が行きඍかङ、ি॒ऻがଣ઼औोて৷やଡ଼がൽोてしまअ→ がॲওになる 

→ にも୶する → ல事としてののুোो。 

⋋ ঽேがऎ、生の生きとඡो়える → ঽேを活かしたঞ४কーもोる。 

 

提
案  ４. नもたちが心してฉसる、৳૧者も心してฉयचらोる୭तऎりを

ਤめる。 
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ੁ
13 

心してฉसる、ฉयचらोる୭をるためにも、ਁୱの整・ఁౄをਤめる。 

 

「策 13」のৰਠに向けて、जोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ ৳૧者がとคにฉ॒で、全をન認する。قગൕك 

⋈ ોਗฉलをாに行अ。قગൕك 

⋉ ॢঝーউで行動する。قગൕك 

ୠ 
① যがোっていいਚをわかりやすऎఢੴする。قગൕك 

② ೬にฉलにਟるの全を地域で見ஹる。قગൕك 

ষ 
⋇ ฉलৃの提とఢੴ。そのための全ન認、ලಔな整を行अ。قગൕك 

⋈ नもୱのऎにฉをઞえるਁୱをਝ઼する。قગൕك 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇  

 

Ӑࡑののពぢӑ 

⋇ ঽীがったとこौにはฉのあるਁୱがあり、ઐのৃにもなっていた。すसり、४কথ

ॢঝ४のあるेअなਁୱがあったらいいとઓअ。ड़ーシকথঃーॡにฉをোोたが、ওথ

テॼথ५औोङにശोてしまった。ઞえるेअにওথテॼথ५してऺしかった。 

⋈ ଗਧবপ৾のਁୱをनものฉलৃにもっとઞ৷する。 

⋉ ଗਧবপ৾の地をઇのৃとしてਹ৷したらいいとઓअ。会のनもとਆのनもが、

उ൩いに৾ಆするਃ会をるなनして、会のからඵౕをਭけるのはいい。 
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⋇ नものਯが減り、ྲྀཊのਯも減って、৵औいとமするਃ会が減っていることも০後

いてऎるのでは。 

⋈ がいると救୰があることは心。 

⋉ 期防மரについては૮મのものがいが、ॖথইঝग़থ२や、০後、コটॼの防மரも

しなけोयいけなऎなる。高ೡ者にはଓ助があるが、नもにもऺしい。 

⋊ ৾ૅの減、৾યਗの通৾があり、生െਯのုりが出ている。活を৶にୀअ৾યष行ऎൊ

向があるので、内 3 中৾で活動をীങしてုらないेअにしたらनअか。もしऎは、いっ

そ৾યをなऎすか。 

⋋ てし、કできるྟ力なまちतऎりがਏ。そのためには、てにిした地域でક

がન৳できるかが課題になるので、৾ૅのऎのଅ地やકをऎ提することをઅえてもい

いのではないか。また、見ஹりの体制ができているかもક地域を৭व੯になるとઓअ。 

⋌ い਼৻のક者をੜやしたけोय、て・出ਓの१এートがপ事だとઓअ્قに৽ੋにك。ま

た、いすाのやっているஔ୫のいすाਓड़ーफ़ニॵॡ৪化もક者にとってはいいএॖথトだと

যにはઓअ。پবではཅもஅめड़ーफ़ニॵॡ 

⋍ न॒な組௶でも、生ೃ୵やっているから OK とはならない。୦を৯してல事をしているの

か、ၴのためのなのか、్いをってཱུってऺしい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  そののશの意見ٸ
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「かもがわ市民会議」からの提案 

（第ڰ分科会：ा॒ऩदઅइるଆ಼ৌੁ） 
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 ੳ⋇ ಼૩ৎऒजੲਾがপજৢુ؝ڭ-ڭ

災害時にਏなものは、ဌசでਫનなੲਾです。ੲਾ化会となったਠ৻、ਫનなੲਾが

োুできないとযはਂになります。災害時にഐಯにਖ਼し、行動するためには、ਫનなੲ

ਾがਏです。 

そこで、私たちড়যয、地域、行にउいては、そのਏ性をેীに認識して、そ

ोझोのয়ৃで体にੲਾ発ਦとੲਾઽૐを行अことがਏです。 

 

 ੳ⋈ ଞからశଞ॑અइؚइるৢુ؝ڮ-ڭ

平常時に出ਟないことは、శ常時に出ਟないことをેী認識しなけोयなりまच॒。ফ

のेअに全ব各地で発生しているঽே災害を「ঽীओと」とኇえ、ઇธをঽীたちの防災対

策に活かし、えるਏがあります。 
 

 ৲ஃपेるୠଆ಼ৡのਘਁ؞ஃુ؞ੳ⋉ ঽஃৢુ؝گ-ڭ

災害時にၴয災औचないためには、ঽ助・共助・ਁ助の৴強化がです。そोझ

ोのয়ৃで୦が出ਟるか、୦をしなけोयならないかेऎਵし়い、行動しなけोयなりま

च॒。 

そこで、「উট॔ॡティঈのਉಋق૬ஷり OKك」を前提に災害にえ、行動する意識が

ਏになります。 

また、যرのக௴の化にेり、ঽ会षの加োなन地域コミュニティのൌු化がਤ

॒でいます。災害をテーঐとして地域でਵし়い、助・共助のਏ性を認識し、ৗたな地

域コミュニティの創生に取り組むਏがあります。 
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以下の４つの提案は、私たち会議参加者が、5回にわたって議論してきたことや、各回で
記載した「課題発見シート」「改善提案シート」「意見提出シート」の内容を中心にまとめた
ものです。 

 
 

提
案  １. 平常時から災害の事前対策を行い、防災・減災力を高める。 

→背景となる課題意識：共通認識①② 

 

提
案  ２. 発災直前の避難から発災直後の救助・避難生活までの初動体制を強化す

る。 

→背景となる課題意識：共通認識①②③ 

 

提
案  ３. 早期の復旧・復興に向けた体制を整える。 

→背景となる課題意識：共通認識①②③ 

 

提
案  ４. 災害は全員に降りかかる可能性のあるもの。だからこそ、防災を切り口に

地域コミュニティの創生に取り組む。 

→背景となる課題意識：共通認識②③ 
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提案１のৰਠのため、ઃの策をன৫します。 


ੁ
 ڭ

行とড়の൨্向で、防災ੲਾのઽૐ・発ਦを行अ。 

 

「ੁڭ」のৰਠपऐथؚजोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ ਚでउ൩いの૾யを共થする。 

⋈ 防災ছ४ड़、心全ওーঝのఃஈ、५ঐートইज़থ、ॖথॱーॿॵトなन

ੲਾઽૐの化をる。 

⋉ 防災ছ४ड़、心全ওーঝを௵যに൭める。 

⋊ ଡ଼の૫ᆽਚಉのੲਾを行にえる。 

⋋ 防災ঁ२ーॻঐॵউಉで地域の૫ᆽਚをન認する。 

ୠ 

⋇ ঽ会なन地域のૐ会で出前ౠを活৷して、防災についてਵし়अ。 

⋈ 高ೡ者の্に防災ੲਾをえる。 

⋉ 地域のૐまりなनで、उ൩いのੲਾをઐఌするなन౿の見えるঢ়બをଡണす

る。災害ੲਾが行きඍかいेअなযを地域でཔする。 

⋊ 地域の૫ᆽਚಉについてયশを通गて行にえる。 

ষ 

⋇ 地યओとの害૾யや避難ੲਾをઁਾする災害৷१ॖトを事前にଡണする。

また、ઈ৷できるेअঐニュ॔ঝ整とธಫを行अ。 

⋈ 防災ছ४ड़があることをੴらचる。 

⋉ 災害ரશओとに体なや行動なनॣー५ংॖॣー५のੲਾをわかりや

すऎ提をする。 

⋊ ঽ会なनの地域のૐ会に参加し、防災についてのਵをする。 

⋋ 防災にঢ়するੲਾをઁਾにൕ載するなन期に発ਦする。 

⋌ ૡোのඍけ出時にਆの防災ੲਾをହする。 

⋍ 高ೡ者のॹ४ॱঝজテছシー向に取り組む。 

⋎ 防災॔উজの৫発なन、防災ੲਾをড়にਫનに発ਦできる取組をਤめる。 

⋏ 内૫ᆽਚについてড়・地域からのੲਾઽૐ体制をଡണする。 

⋐ ଅෛടो発生ᆽਚやય域なनを記載した防災ঁ२ーॻঐॵউをਛす

る。 

⋑ 災害時のঌॵトの避難なनਏなੲਾをまとめ、動୰でଦહしたり、ൕ

提
案  １. 平常時から災害の事前対策を行い、防災・減災力を高める。 
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ંしたりしてੲਾの共થ化をる。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇  

 


ੁ
 ڮ

災害をঽীओととしてኇえ、ਃ意識の向、防災にঢ়するੴ識のಆ੭をる。 

 

「ੁڮ」のৰਠपऐथؚजोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ 全ব各地でফのेअに災害が発生している。の地域で発生している災害

にঢ়心をち、災害をঽীओと化し、ਃ意識を高める。 

⋈ ঌॵトの避難ฦの৷意とਭけোोৃਚをન認する。 

⋉ ঁ२ーॻঐॵউでঽীがક॒でいるとこौ、௮いているとこौ、活動してい

るとこौの૫ᆽਚಉをન認する。 

⋊ 避難ਚのৃਚをન認し、各災害時にनのेअな৽ଡ଼でनこに避難するかੇఔ

とਵし়अ。 

⋋ ৃやਚの্षଢをかけて、防災のਏ性を常会ਵの中で行अ。 

⋌ 防災ੲਾをঽীのੇのわかるとこौにቦってउऎ。 

⋍ ओौから防災ছ४ड़なनでえる。 

⋎ 災害ओाを出औないेअႃからੇのఢ೧をൺહけたり、ਂਏなを૪ীし

たりする。 

ୠ 

⋇ 地域の災害জ५ॡをਵし়い、नのेअに行動すसきか防災対策として取り

まとめ、各ੇ൦やૐ会ਚにቦる。 

⋈ 地域やਚのযで、คに避難্১や避難ৃਚについてਵをする。 

⋉ ମなଡ଼のऱलસोや৵औなલಉにもঢ়心をち、षੲਾをえる。 

ষ 

⋇ の HP なनで避難ਚやそोझोのਝについてのੲਾをਁ৫するقঌॵト

OKなनك。 

⋈ わかりやすい how toৱમをਛし、だけでなऎওーঝでもଦഘする。 

⋉ ঌॵトの避難にঢ়するੲਾをဩ୰防மரの案内にຆする。 

⋊ ৾ૅઇの中でする。防災ઇを৾ૅઇのউটॢছにোो、નৰに

ৰする。えय৵৾ૅ・中৾ૅで防災ຠ৾ಆなनを行अ。 

⋋ প災害を৽ୡした্رのਵをലऎਃ会をつऎる。 

⋌ છைに防災ঢ়৴છコーॼーをਝけ、ড়にۇۅする。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇  



204

 

Ӑࡑののពぢӑ 

① ੇఔでਵ題にするेअ心ෳける。 

 


ੁ
 گ

災害にえた・ธಫಉにेって地域防災力を向औचる。 

 

「ੁگ」のৰਠपऐथؚजोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ ୫મ、ධમ、ਗ਼なन防災ॢॵ६をする。 

⋈ 災害にえঽ動のওーॱーがীになったらॱথにする。ৃはྩఅಉ

をન৳する。 

⋉ ႃからのธಫに参加するಉ、意識を高めてउऎ。 

⋊ ড়会議で੭たੴ識を地域のૐ会なनでえ、災害対策をਵし়अ。 

⋋ ೫ऎのᎺेりऎのযの意識で、ๆযঢ়બをめ、ओौからの共助の

ঢ়બをる。 

⋌ 災害時に発ਗ਼ਃなनのਃஓをઞえるेअ॒৾でउऎ。 

⋍ 災害時のজーॲーにੈ力するਞちをᅿਛする。 

⋎ ঌॵト৷の防災৷ષも৷意する。 

ୠ 

⋇ ঽ会でਵし়い、災害時にਏなをਤめる。 

⋈ ঽীの੭たੲਾをఢりのযにఁങする。 

⋉ 心全ওーঝのఃஈを൭める。 

⋊ ૐまるਃ会ओとに「できないことはశ常時もできない」ઇธをえる。 

⋋ 各地域に়った災害୳でৰᄷな防災ธಫをৰする。ஔ୫ธಫなन参加

しやすい内容もੵする。災害時にઞ৷するஓのઞい্なन体なธಫ

をৰする。 

⋌ 向こअਕໟๆのਞちで、ऎにनのेअなযがક॒でいるのかཔをし

て、ओौからଢをෳけ়अेअにする。 

⋍ 地域の防災ธಫでは、ঽ会加ো者にも参加をళलෳける。 

⋎ ႃから૫ᆽਚを回して、いकといअ時の対策案をਵし়अ。 

⋏ 災害時に੍となる૬ੇやなनのਚથ者をન認する。また、ଅෛ災害や

にेるশ期ਗ਼、ౌ事षのえをਤめる。 

⋐ 災害にउけるঽ会の৴についてਵし়い、可能なことから取り組む。 

⋑ ਤな地域の取組を参અにेりଐい対策をਤめる。 

⋒ 地域でം者が発生したときにૢ૪઼できるेअ救ຢを৷意してउऎ。 
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ষ 

⋇ ড়যਊたりの৯ఏを体にীかりやすऎえる。 

⋈ 内各地域にಠಛをਝ઼する。 

⋉ শ期ਗ਼にえて発ਗ਼ਃをન৳する。 

⋊ ফ 1 回なनとৠめङ、災害のரథにૢगた防災ธಫを行अ。ড়が௫しऎ参

加できるेअな੫をઅえる。 

⋋ ৵中৾ૅなनで地域કড়も参加する防災ธಫقຠありなनكを行अ。 

⋌ 防災ঐॵউにのੲਾق地൜にेる地ೕのा়كもোोて、৯で୦が

૫かীかるेअにする。 

⋍ ঽ防災会षのଓ助対をఢੴし、地域でのをတする。 

⋎ 災害時にउけるঽ会の৴の取組をਤする。 

⋏ ५ঐートইज़থでᇽがることが出ਟる、ਞ௫なコミュニティをる。 

⋐ なકড়੮体と৴して、防災ঐॵউや防災ੑをఢੴする。 

⋑ 全বの災地に員をୣാして৽ୡを共થ化し、০後の取組にખする。 

⋒ 災害時に੍となる૬ੇಉのੰ体をയਤするためのા৷助ਛを行अ。 

⋓ 災害時のにेるশ期ਗ਼やଅෛ災害にえ、のిਫଵ৶をਤする。 

⋔ বやからの੍ରを੭るための事前の取組をਤめる。 

⋕ 、ๆ、ྲྀཊなन災害時にৼ൩ੈ力できると事前にੈ議し、৴

をる。 

⋖ 災害時のୢ੍ରৱのଵ৶とয౫ଦ઼について、ୢప会やఇදప会なनと

事前ੈ議を行い、体制を整する。 

⋗ 災害時ುਡ୰としてব৳୰をਜ਼઼હける。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇ 災害時にৱಉを提できるऎの੫と੍ରੈをഁする。 

 

Ӑࡑののពぢӑ 

① ਚのଢෳけ、助け়いは、出ਟる地યと出ਟない地યがある。高ೡ者しかいない地યもあるし、

པしているだけではなऎ動ুもઅえないとপだとઓअ。ੇ ఔقい্كがऎにક॒で

いるযはまだいいが、೫ऎにક॒でいる্はઅえると心ଦになるق地યओとで防ಉ、ଢをかけ

てもらअと助かるかもしोないك。 

② ঽே災害に対する防策をઁいীでઅえるقの৳力を৳つためのুোो→ᅇ౫の活৷ك。 
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提案２のৰਠのため、ઃの策をன৫します。 


ੁ
 ڰ

災害時にഐಯにਖ਼し、行動するためにも、災害ੲਾのઽૐと発ਦ・ੲਾ共થ体制の整

をਤめる。 

 

「ੁڰ」のৰਠपऐथؚजोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ ੲਾのஉುをન認して、ॹঐಉにೆわऔोないेअにする。 

⋈ ॔ঐॳュ॔૮を活৷して、行に害ੲਾを提する。また、行からの

ੲਾをড়ಉषఁങする。 

⋉ ਆ以ਗにક॒でいるᎺなनを通गてੲਾを共થ化する্১をੇఔで

ਵし়ってउऎ。 

ୠ 

⋇ ॔ঐॳュ॔૮のॡছঈをる。 

⋈ 地域にੲਾ৴൪員を઼き、ੲਾをૐ৺したでにਾઔするقੲਾ৴൪員は

地યਜ਼だけでなऎ、౦رなコミュニティのਜ਼でਝけるك。 

⋉ ੭たੲਾをఢりのযにఁങしていऎ。قગൕك 

ষ 

⋇ 避難ੲਾはড়にわるेअあらॅるੲਾুق防災૮、心全ওーঝ、

SNSكをઞってનৰにえる。 

⋈ ॔ঐॳュ॔ॡছঈやযのコーঝ१ॖথをਹ৷してॿॵトডーॡをる。 

⋉ 防災૮のଣଛのல্、内容をગઅするقලၷにীかりやすऎك。 

⋊ 防災ছ४ड़の各ੇ൦ଦഘಉをਫ਼ୈする。 

⋋ ੲਾ৴൪員との৴をഡにする。ওーঝಉで地域のੲਾをઽૐできるेअな

体制をとる。 

⋌ ॻটーথや૮なन災害時に活৷できるਃஓをਚથしている੮体や੫を

པする。ড়との৴にेり、ॻটーথを活৷したੲਾઽૐをਫ਼ୈする。 

⋍ の HPなनで避難ਚやそोझोのਝについてのੲਾをਁ৫するقঌॵト

OKなनق。كગൕك 

⋎ 災害がକきた時にசやかに避難ਚを৫ਝし、ੲਾをਁ৫する。قગൕك 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇  

 

 

 

提
案  ２. 発災直前の避難から発災直後の救助・避難生活までの初動体制の整をਤめ

る。 
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Ӑࡑののពぢӑ 

① 発災後、通ਦুがなऎなると५ঐートইज़থ、防災૮がਹ৷できなऎなるので৴൪

ිをનয়する。 

 

 


ੁ
 ڱ

উট॔ॡティঈのਉಋを常に意識して、୵をஹる避難行動のජೲをる。 

 

「ੁڱ」のৰਠपऐथؚजोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ 早めの避難のਏ性をਵし়い、避難षの心のঁーॻঝを下ऑる。 

⋈ ௯ಉに対しては、ਞੲਾやからの避難ੲਾをेऎન認して、全なअ

ちに避難する。 

⋉ 避難は難をജोることであり、地域の避難ਚ以ਗにもੇఔやचき、௵যな

नႃから避難するৃਚについてਵし়い、ৠめてउऎ。 

⋊ ਈபの事ଙを୳して、ঽীの୵はঽীでஹるといअ意識をってഐಯに行

動する。え૬ஷりになってもOKといअউট॔ॡティঈのਉಋで行動する。 

ୠ 
⋇ 地域でశ常時の৴൪ිを整し、சやかに避難する。 

⋈ 地域のૐ会ਚを避難ৃਚとして活৷し、早いమから避難できるेअにす

る。 

ষ 

⋇ উট॔ॡティঈのਉಋにಋり、早めの避難をళलかける。また、早期に避難

ਚを৫ਝする。 

⋈ ਏ救助者を事前にআॵॡ॔ॵউし、ၴ がनのेअにそのॱॖミথॢで救助す

るのかનにしてउऎقਏ੍ର者の整ك。 

⋉ ి切な対ૢがဌசに取ोるेअに員ଢ଼ఊを行い、各員の能力向を

る。 

⋊ శ常時に૫となるᆽਚق地やঈটॵॡሸなनكを整৶し、ਁする。 

⋋ の HPなनで避難ਚやそोझोのਝについてのੲਾをਁ৫するقঌॵト

OKなनق。كગൕك 

⋌ 災害がକきた時にசやかに避難ਚを৫ਝし、ੲਾをਁ৫する。قગൕك 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇  
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ੁ
 ڲ

心して避難できる避難ਚਁقਝك、避難ৃਚの整をਤめる。 

 

「ੁڲ」のৰਠपऐथؚजोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ ഉඪ対策として、ঐ५ॡやัなनを৷意してउऎ。 

ୠ ⋇ 共助にेる避難ਚઈを行とਫ਼ୈする。 

ষ 
⋇ ഉඪ対策として、避難ਚにঐ५ॡや༳シートなनをしてउऎ。 

⋈ 共助にेる避難ਚઈをਫ਼ୈする。 

⋉ 心のॣ॔が行える体制を整する。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇  
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提案３のৰਠのため、ઃの策をன৫します。 
 


ੁ
 ڳ

災者全員に行きඍऎ、な੍ରੲਾの発ਦと共થ体制をる。 

 

「ੁڳ」のৰਠपऐथؚजोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ ঽীからੲਾを取りに行ऎ。قગൕك 

ୠ 
⋇ 各地યのૐ会ਚಉでੲਾをでቦりだすなन、地域でੲਾを共થ化する。 

⋈ ੭たੲਾをఢりのযにఁങしていऎ。قગൕك 

⋉ 心全ওーঝのఃஈを൭める。قગൕك 

ষ 

⋇ 常にੲਾൠ者を୳し、॔ ॼট  。とॹ४ॱঝの্でੲਾを発ਦするكقॢ

⋈ 避難ਚを੍ରৱのଦഘ、ੲਾ発ਦのುਡにする。 

⋉ ੲਾ発ਦの化をਤめるقੲਾは防災૮だけでなऎ、ওーঝ・防災ছ४

ड़・SNSなनあるといअことをਊたり前にઓってもらえるेअにఢੴするك。 

⋊ 災ᆽਚಉのੲਾをਁする。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提
案  ３. 早期の復旧・復興に向けた体制を整える。 
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ੁ
 ڴ

যでもऎの୵を救अためにも、でも早ऎ常にರるためにも、ૢ対ૢの体制

をる。 

 

「ੁڴ」のৰਠपऐथؚजोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ ঽীがनअ行動するか、ओौからઅえる。 

⋈ 災૦の૪৶ಉを助ける。 

ୠ ⋇ 害ੲਾをઽૐし、地域で助け়える体制を整える。 

ষ ⋇ 内の௴ਝ、ૹਝと災害時のੈをഁする。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇  

 

 


ੁ
 ڵ

助けにਟてऎोるঐথঃডーをి切にଦী、活৷するためにも、ঢ়બਃঢ়、ছথティ॔

੮体ಉとの৴の強化をる。 

 

「ੁڵ」のৰਠपऐथؚजोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ ႃからছথティ॔に参加する。 

ୠ ⋇ 地域でりओとを取りまとめる体制を整する。 

ষ 

⋇ 各地域でっていること、੍ରしてऺしいことなनੲਾをૐ৺する。 

⋈ ছথティ॔をਭહけ、ছথティ॔をਏとするৃਚषનৰにୣാする。 

⋉ ছথティ॔७থॱーの৫ਝ、ઈ৷のธಫをফৰする。 

⋊ ছথティ॔७থॱーを内ਯかਚに৫ਝできるेअ体制を整える。 

⋋ 事前にছথティ॔を൳ૐし、ఃஈしてउऎ。 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋈  
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提案４のৰਠのため、ઃの策をன৫します。 
 


ੁ
10 

災害はၴにでも降りかかる可能性があるからこそ、助・共助の意識હけを行अ。 

 

「ੁ 10」のৰਠपऐथؚजोझोがষअऒध  

எञठ 
市民 

⋇ 災害ছথティ॔ॳーに参加してाる。 

⋈ 地域のযঢ়બを常からണいてउऎ。قગൕك 

⋉ ೫ऎのᎺेりऎのযの意識で、ๆযঢ়બをめ、ओौからの共助の

ঢ়બをる。قગൕك 

ୠ 

⋇ ছথティ॔として、っているશのঽ会や地域षੈ力する。 

⋈ ঽ会にোっていなऎても会শಉからଢをෳけてੲਾを共થする。 

⋉ ૐまるਃ会ओとに「できないことはశ常時もできない」ઇธをえる。

 كગൕق

⋊ 参加しやすい内容ق୫सる、ධむなनكをஅ॒だ防災ธಫをৰする。قગ

ൕك 

⋋ 向こअਕໟๆのਞちで、ऎにनのेअなযがક॒でいるのかཔをし

て、ओौからଢをෳけ়अेअにする。قગൕك 

⋌ ঽ会に加োのੇ൦にも、ਏとઓわोる回༮ഝのコআーを回してঢ়心を

ってもらअ。قગൕك 

⋍ 地域やਚのযで、คに避難্১や避難ৃਚについてਵをする。قગൕك 

ষ 

⋇ ঽ会で୷が出ないेअに、共થする内容なनをଁする。 

⋈ ঽ会の災害ੈを後しする。قગൕك 

⋉ ফ 1回なनとৠめङ、災害のரథにૢगた防災ธಫを行अ。قગൕك 

⋊ ৵中৾ૅなनで地域કড়も参加する防災ธಫقຠありなनكを行अ。قગ

ൕك 

民੫ؚ
NPOಉ 

⋇  

 

 

 

提
案  ４. 災害は全員に降りかかる可能性のあるもの。だからこそ、防災を切り口に地

域コミュニティの創生に取り組む。 
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Ӑࡑののពぢӑ 

① ਚのଢෳけ、助け়いは、出ਟる地યと出ਟない地યがある。高ೡ者しかいない地યもある

し、པしているだけではなऎ動ুもઅえないとপだとઓअ。ੇఔقい্كがऎに

ક॒でいるযはまだいいが、೫ऎにક॒でいる্はઅえると心ଦになるق地યओとで防ಉ、

ଢをかけてもらअと助かるかもしोないك 
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 ॺટشહஈ：॔থॣ؝ڰ
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ਸ਼ 5回かもがわড়会議ીവ後にৰした॔থॣートટق௷ხكを下記にંす。 

なउ、ਸ਼ 4回にৰした॔থॣートとのସਖについては、そのટをૻຎしてൕ載ع1

した。 

 

Q1 ড়会議に参加してाていかがでしたか。 

 

 

 

Q2 かもがわড়会議に参加した前後であなたの意識や行動に化はありましたか。 

Q2-1 ઘসのઞい্षのঢ়心২ 

 

 

Q2-2 行や議会のੲਾषのঢ়心২ઁقਾ・

HPや議会のວലಉك 

 
Q2-3 ঽ会、ছথティ॔ಉ地域तऎりにঢ়

わるૐまりに参加するᄄ২ 
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Q3 「かもがわড়会議」に参加する以前に、

ਆ૽ਚとनのங২ঢ়りがありました

か。 

 

Q4 ৭が行わोるৃ়、に行きますか。 

 

 

 
Q5 ਆの議会のວലに行きますか。 

 

 

Q6 उકまいの地域のঽ会に加োしています

か。 

 
Q7 ਆをेりકाेऎするために、્にၴ

が体に行動することがਏだとઓいま

すか。 

 

 

 

Q8 かもがわড়会議全体を通गての୳なन、ओঽに記載してऎだऔい。قঽ記載ؠ௷ხك 

 。ড়会議に参加できてએஜかった。こोが੦でのੑが出ਟていऎのかとઓअと౭にઓअس

ਈফとして参加औचていただきました。高ૅ生だとあまりઐ通にඡोるਃ会がないのでなس

৽ୡでした。ਁ 共ઐ通はこोからもਹ৷するので、化がମをもってगらोोयなとઓいます。 
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ઓいかयङ、अرとअのはලでも、いकৰਠするための案は中「こअなोयいいのに」س

のとৰ行するのはপୀいな॒だとઓいました。こोからはਆのことをয事ではなऎ、ঽী

ओととしてઅえてૌओしていきたいとઓいます。またこのेअなਃ会があोय、छऱ参加してい

きたいとઓいます。 

ড়も意見をっていい॒だとઓいました。またこのेअなਃ会をっていただきたいとઓいまس

す。そして、もっといযの意見をآ高ૅ生や௧৾ਖを॒৾でいるপ৾生なनに意見を出して

もらअਃ会があるといいのではとઅえます。 

ा॒なଅఎをっているからઌ໐にઅえ、発していたのだとઓいました。なয়ৃからのس

な意見をୂけたこと、がกপなのல事を私たちのために行っていることをੴることが出

ਟたことが会議に参加して私が੭たものです。 

 

ْ参અٓਸ਼  。を下記にંすكხ௷ق3回かもがわড়会議でৰした॔থॣートટع1

ਸ਼پ 4回は॔থॣートなし。 

ٛਸ਼ 1回॔থॣートق௷ხٜك 

Q2 ড়会議に参加しेअとઓった৶は୦ですか。 

ড়の૽સをટたすために。また、ঢ়心をったりઑਖがあったりしますが、ਵし়い、৶ੰしس

ていきたいとઅえた。 

ਆでったのをઅえた時に、৭උにਆが出てこなかったことにਖ題をगまس

した。 

০ফس 60ୃになり、০まではੇఔやঽীのನに生きてきたが、そौそौ地域のನに୦か出ਟること

があるかઅえるときがਟたとઓい、この会議षの参加がઃの५テॵউにᇽがोयとઅえたため。 

ਆについてもっとੴりたいとઓっていたことと、୦かঽীはできることはないかとઅえていس

たとこौषড়会議があることをੴり、ชశ参加したいとઓいました。 

をगています。こोからのことをك্で期ୄقこोからਆで生活していऎにあたりਂس

ਆとしてनのेअにઅえनのेअな૽સがあるのか直மୂきたかった。またড়として୦か

できることがあったらやりたいとઓったから。 

 

ٛਸ਼ 2回॔থॣートق௷ხٜك 

Q2 ॼঅ।ーॱーのਵ内容に対する୳ಉをओ記োऎだऔい。قਸ਼ 1ীఐ会のाك 

 ॿॵトডーॡঢ়બ→「ੲਾとযဿ」س

০までপ切にしてきたことでした。০もॿॵトডーॡを活৷しています。" 

ਚを৭यङにல事が出ਟるेअになるのはୀいないとઓいます。そのためにਏとなるॹ४ৃس

ॱঝの५य़ঝにはঽਦがありまच॒。ॹ४ॱঝॿॖティঈのい਼৻に期ୄしています。 
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ٛਸ਼ 3回॔থॣートق௷ხٜك 

Q2 ॼঅ।ーॱーのਵ内容に対する୳ಉをओ記োऎだऔい。قਸ਼  ك4ীఐ会のाع2

ْਸ਼ 2ীఐ会ٓ 

、3ਐয→��ਐযとしてઅえる、②強ाはൠाにもつながるが①قଳਡをઁऑるきっかけになったس

そこからઅえる、③นিਓともଳにোोることがপ事ك。ਆのコথঃॡトシティଡ୳も

しହいただけるとᇃしい。 

ൠाは時として強ाになるといअ発୳に動しました。ਵもীかりやすऎ、उਵをୂけてとてもس

ଐかったです。のॼঅ।ーॱーのउਵもୂいてाたいです。 

 

ْਸ਼ 3ীఐ会ٓ 

ঐॻঞニーॱといअ੮体があることを初めてੴったযもいとઓअ。ਆでは、もしかしたらس

ニー६は高ऎないかもしोないが、こोにङる੮体や活動があると助かるਓഎがいるとઓअ。

てをીえてしまった私がஷりନって、ঽীは୭に౩まोていたとઓअ。ঽীが౩まोてい

たとઓअীを০のযにੈ力出ਟたらଐいとઓった。೯৾だけでなऎ、ঃঃঐঐ৾で、ਓ

എやుのੲਾをで共થ・ৰできるਃ会をੜやして、छऱ、௫しऎౘचにてしてऺし

い。 

ਓ後ॣ॔のਏ性をगた。2س ফ前にઇえののがਓ後अつでঽ௨してしまった。出ਓをඓ

えたੇ൦を༧য়औचない。ฬしたことはੴっていたが、その後の৴൪قଢෳけكをಳいていた。

ঐॻঞニーॱの৹ਪ॔قথॣートكで 48٫がਓ後अつになるとୂいて、のഎにଢෳけ

が০ಌながらਏであったとખする。 

 

ْਸ਼ 4ীఐ会ٓ 

・の地域の防災のਵをୂऎことが出ਟてপ強になりました。行にるだけでなऎ、ঽ助س

ਚ・共助のীも力をつけて、いकといअ時にえたいとઓいました。まङはঽীにできるこ

とからしていきたいとઓいます。 

とてもいいउਵがୂけました。ここまで災害の対ૢをしているはないとઓいます。ႃからس

行っていなけोयにはできないことをমਊに൱しました。まङはঽীで出ਟることからめ

たいとઓいます。 
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2020ফ২かもがわ市民会議ਸ 

ਸ਼ 1ীఐ会 ਸ਼ 2ীఐ会 ਸ਼ 3ীఐ会 ਸ਼ 4ীఐ会 

੪ టિ ৗซ౩৶ ৼਉᶓ 

લ੩ྒྷ ௯向഻ ০੩ाॅき ൘੪౩ 

োय़ミ ਆభ ଯઢၷ ଌয়とा 

ಘൄ 下 ൝ ૻଡ଼ 

ਉේ ৵ຨ ൝ધ ি生 

ᨒ੩てॐ ઢྒྷෞ ঢ়ెਦ લ੩౩ 

ਣஸाち ᨒ੩ඈ ❅ଶາ平 ᆺદ൞ 

ஜ೭ୌ ଯઢ౭ 高ଶඤ ୲உ㭒 

助ਆ౩  ি੨ୱ ৵ແๅ 

൝ྯ ஜอ ഹਣൄਦ ৵൞ 

൝ಜ 高 শឋ ଯ୲ઌྪ 

ি੨೦ 高ଶ ਉিଝ൞ ൝助 

中ર ি中৻ ଽਆഺ ൝ỵ 

中੨൞ ૺিሂ 下ේಂ ൝善 

ದଝ ਧਆಜ৻ ൰ื ઢ૱๒ 

িਮข ੨ॅかり মઌ લส 

நఈေ୬ ଶম ฮํ 平ਹ 

લ୲ 平வ৵ ਆ ਆધ 

ທఘઌ ઢ੩ස୲ ந⁖ িඈ 

 Ꮧદෞ  ૣඈ 

 ழ৻直য  ஜ直 

 ఊ   

 早   

 නি୬   

 

ଡ୳ম 

ٛコーॹィॿーॱーٜ 

   ฐ：టઢ ಇ قଡ୳মฐॹィঞॡॱーك 

ਸ਼ 1ীఐ会：લநೢຨ قଡ୳ম્શଢ଼員ك 

ਸ਼ 2ীఐ会：ി੩ਛਮ قଡ୳ম્શଢ଼員ك 

ਸ਼ 3ীఐ会：உ ྊ ਁقஇଃ੮১যଌয়યඐௌૣක१ーঅ५७থॱー 事ਜଂশك 

ਸ਼ 4ীఐ会：高ଐஶ قਉ੫শك 
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ٛॼঅ।ーॱーٜپรูറ๛છは会議৫ಈ時 

ْਸ਼ 2回ٓ 

ਸ਼ 1ীఐ会：য়દ୬قઙૄ会ਾൡ ൹ਖك 

ْਸ਼ 3回ٓ 

ਸ਼ 2 ীఐ会：中িํ॔قॡॳュ॔জઙૄ会 ৻取ഁ૽ଡ୳ম ৶事ك 

ਸ਼ 3 ীఐ会： ৶౩ ق認 NPO ১যঐॻঞニーॱ ৶事ك 

ਸ਼ 4 ীఐ会：ଯ ৾ ق防災,ਕਉまちतऎりਅറਫ਼ୈ会議員,ਕਉ৵௳防災会会শك 
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